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バ
ド

ミ

ン
ト

ン
界
　
４
月
号

・
Ｎ
Ｏ
・
６６

表
紙

■
第
６５
回
全
英
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

湯
木

、
相

沢

・
竹
中

三
度

目

の
栄

冠

に
輝

く

　

２

湯
本

一
ゲ

ー

ム
も
落

と

さ
ず

完
璧

な
優

勝

　

４

竹
中

も

ベ

ス
ト

８

に
進

出

さ
ら

に
努

力

と
団
結

を

　

５

相

沢

・
竹
中

強
敵
を

接

戦

の
末
破

る

　

６

ミ
ナ

ル

ニ
　
若

手

と

ペ
ア
を

組

み
健

闘

プ

リ

悲

願

の
タ
イ

ト

ル
手

に
感
激

の
涙

　

７

小
島

ベ

ス
ト

８

に

一
人
残

る

「
信

じ

ら
れ

ん
オ

レ
が
勝

つ
な

ん

て
」

８

「
来

年

も

こ
の

コ
ー
ト

に
来

る
」

池

田

・
栂
野
尾

ク

リ

ス
チ

ャ

ン
組

に
惜

敗

　

９

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
ペ
ア
金

星

を
逸

す

全
英

選
手
権

ハ
ル
ト

ノ
初
優

勝

後

の
歴

代

チ

ャ

ン
ピ
オ

ン
　

ー０

■
日
本
対
イ
ギ
リ
ス
対
抗
競
技
会

銭

谷

ウ

ェ
ト
ナ

ー

ル
に
完

敗

す

　

Ｈ

１

９

７

５

本
文
中
写
真
撮
形

・
山
田
真
雨
　
同
制
作

。
小
浜
正
道

■
昭
和
４９
年
度
全
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
表

全
日
本
実
業
団
　
‐２

全
国
中
学
生

・
全
国
高
等
学
校
　
‐３

全
日
本
教
職
員
　
‐４

◆
グ
ラ
ビ
ア
◆

ス
プ
ー
ン
一
杯
の
幸
せ
・
桜
田
淳
子
　
‐６

◆
カ
ラ
ー
グ
ラ
ビ
ア
◆

桜
田
淳
子
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
２０

■
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
チ
体
験
談
　
２６

■
第
二
回
全
国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
　
３‐

■
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

〈第
二
回
〉

シ
ン
グ
ル
ス
の

基
本
的
ス
コ
ア
リ
ン
グ
と
ル
ー
ル
に
つ
い
て
　
３５

■
神
奈
川
県
二
部
対
抗

今
年
も
実
業
団
が
優
勝
　
３６

■
私
に
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
　
３８

■
編
集
室
か
ら
　
４０



日の栄冠に輝く
湯
木

昨
年
に
続
き
ギ
ル
ク
ス
夫
人
に
完
勝

日
本
は
再
び
女
子
で
単
複
の

″
二

冠
″
を
制
し
、
ュ
杯
臨
戦
体
制
へ
の

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
築
い
た
―
―
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
世
界

一
を
決
め
る
第

六
十
五
回
全
英
選
手
権
大
会

（オ
ー

プ
ン
）
は
、
二
月
十
九
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ウ
ェ

ン
ブ
レ
ー
で
行
わ
れ
た
。

十
日
前
の
全
デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
極

度
の
不
振
だ
っ
た
日
本
勢
は
、
よ
う

や
く
復
調
、
健
闘
し
た
。
注
目
の
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
は
エ
ー
ス
湯
木
博
恵

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）
が
順
当
に
勝
ち

進
み
、
決
勝
で
は
昨
年
大
会
同
様
、

ギ
リ
ア
ン
・ギ
ル
ク
ス
夫
人

（英
国
）

と
対
戦
し
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
っ
た
。

湯
木
の
優
勝
は
六
九
、
七
四
年
に
次

ぎ
、
二
連
勝
で
三
度
目
。

同
ダ
ブ
ル
ス
の
竹
中
悦
子

・
相
沢

マ
チ
子
組

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー

ツ
）
は
準
決
勝
で
前
年
の
優
勝
ペ
ア
、

ギ
ル
ク
ス
夫
人

・
ベ
ッ
ク
組

（英
）

を
破
っ
て
雪
辱
し
た
あ
と
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ウ
ィ
ジ
ァ
ス
タ
チ

・
ウ
ィ

ジ
ョ
ノ
組
に
第
１
ゲ
ー
ム
を
先
取
さ

れ
な
が
ら
逆
転
。
七
二
、
七
二
年
に

次
ぎ
二
年
ぶ
り
三
度
目
の
栄
冠
を
獲

得
し
た
。
日
本
女
子
が
単
複
二
つ
の

タ
イ
ト
ル
を
独
占
し
た
の
は
、
七
二

年
（
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
は
中
山
紀
子
）

以
来
の
こ
と
で
三
度
目
。

一
方
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
日
本

勢
は
、
や
は
リ
ベ
テ
ラ
ン
小
島

一
平

（ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）
が
最

も
成
績
が
よ
く
、
準
々
決
勝
ま
で
進

ん
だ
が
、
こ
こ
で
再
度
、　
ハ
ル
ト
ノ

と
当
た
り
敗
退
。
ダ
ブ
ル
ス
の
池
田

信
孝
、
栂
野
尾
昌

一
組

（電
電
東
京

・
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
）
も
準

準
決
勝
ま
で
は
進
ん
だ
が
、
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
チ
ャ

ン
ド
ラ
組

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
敗

れ
た
。

二年連続三回日の “世界の女王"。 湯木博恵

the 65th annual
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湯本,相沢・竹中三度
よ
み
が
え
っ
た
相
沢
・竹
中
の
コ
ン
ビ

さ

精神的にも立ち直り,三回目の栄冠を獲得 。相沢マチ子・竹中悦子

ドミントン

ど
こ

鑢

や
　
¨

丁

1



地
元
英
国
勢
が
加
わ
っ
て
、
全
デ

ン
マ
ー
ク
よ
り
、
さ
ら
に
密
度
が
濃

く
な
っ
た
女
子
。
六
月
の
ユ
杯
目
指

す
世
界
の
三
強
、
日
本
、
英
国

（イ

ン
グ
ラ
ン
ド
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勢

が
〕早
復
に
わ
た
っ
て
上
位
に
進
ん
だ
。

シ
ン
グ
ル
ス
の
日
本
勢
は
相
沢
が

初
戦
で
敗
退
し
た
ほ
か
、
４
人
が
３

回
戦
ま
で
、
さ
ら
に
竹
中
が
ベ
ス
ト

８
ま
で
進
み
、
湯
木
の
２
連
勝
へ
、

側
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
。

外
国
勢
で
は
３６
歳
の
Ｈ

・
ニ
ー
ル

セ
ン
夫
人

（英
）
が
準
々
決
勝
ま
で

勝
ち
上
が
る
異
変
。
全
デ
ン
マ
ー
ク

の
準
優
勝
者
ヨ
ー
ケ
・
バ
ン
・
ビ
ュ

ー
セ
コ
ム

（オ
ラ
ン
ダ
）
は
３
回
戦

で
ウ
タ
ミ
・デ
ビ

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

に
、　
一
昨
年
の
世
界
の
女
王
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト

人

ッ
ク

（英
）
も
、
準
々

決
勝
で
敗
れ
去
っ
た
。
結
局
、
ベ
ス

ト
４
は
三
強
の
エ
ー
ス
と
、
全
デ
ン

マ
ー
ク
の
優
勝
者
コ
ー
ペ
ン
で
占
め

ら
れ
た
。

同
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
勢
が
が
ん
ば
っ
た
。
ベ
ス
ト
８
に

入
っ
た
３
組
の
ペ
ア
は
、　
ユ
杯
で
も

要
警
戒
の
相
手
と
な
り
そ
う
。
準
決

勝
の
竹
中

・
相
沢
組
×
ベ
ッ
ク

・
ギ

ル
ク
ス
組
は

一
昨
年
大
会
の
決
勝
の

再
現
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
日
本

ペ
ア
が
昨
年
も
優
勝
で
き
て
い
れ
ば

ハ
シ
ュ
マ
ン
夫
人

（米
↓
英
）
の
ペ

ア
と
同
じ
、
史
上
最
多
の
４
連
勝
之

な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
惜
し
い
。

底力をみせた三強 (昇

'島

みワ)

ベ  セE 湯

ク  ノし 木
2     2     2

11 11 11 11 11 12
1  1  1  1  1  1
525239
0    0    0
ソボ ンP⌒ デン
等Eを 二

`

マリ
8:iず
輩子学年ザラ

爾 衝¬

「

■ 2Hδ

「

薔爾 iFD爾 衝 爾 衝 D
I I I I I  I I I I I I I I I  I I I I I I I I I

こLと多こ」 り3り こり 4」 と」 こ」 こ里〕(些型

帝宅韮嚢率tttl:考守lt

ウ

タ

ミ

デ
ビ

タ
テ
ィ

ス
ミ
ユ
フ

ギ

ル
ク

竹コ
ー
ペ

０
池
　
　
田

・
け
いト
ナ

０
西
　
　
尾

▽
準
々
決
勝

湯

　

木

ウ

タ

ミ

・

デ
ビ

ギ
ル
ク
ス

コ
ー
ペ
ン

▽
準
決
勝

湯　　木２⌒‐‐‐‐‐‐・６）０”ψミ
・

ギルクス２（‐‐‐‐‐‐７３）０コ‐ベン

▽
決
勝
湯　　木２（‐‐‐‐‐‐９５）０ギルクス

〈参
加
４８
名
〉

2222
11 11 12 11 12 11 11 11
1  1  1  1  1  1  1  1
271079726
0000
竹  ス タ ベ  ル E

ぢ ツ ' 2・ 2・

爾 爾 爾 爾 術
| | | | | | | | | | | |

じ ∪ じ り U
1     0
1ウ  コビ

_テ
 
ム
[

ミテ
ラ イ

:11   ・

、ソ  セ
。

ン ニ

ク    |

竹

中

も

ベ

ス

ト
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進
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輌
鳩
卜．
働
田
は

◆
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
１
回
戦

（主
な
記
録
）

▽
２
回
戦

（主
な
記
録
）
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「完
敗
だ
わ
」
。…
‥
ギ
ル
ク
ス
夫
人

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
決
勝
は
終
始

湯
木
の
ペ
ー
ス
だ
っ
た
。
英
連
邦
大

会
選
手
権
者
の
ギ
ル
ク
ス
夫
人
は
、

準
決
勝
で
に
が
手
の
コ
ー
ペ
ン
を
破

っ
て

（過
去
ギ
ル
ク
ス
４
連
敗
）
勝

ち
上
が
っ
た
が
、
そ
の
時
の
自
信
は

ど
こ
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

湯
木
は
、
な
か
で
も
、
ネ
ッ
ト
プ

レ
ー
と
予
見
が
さ
え
た
。
そ
の
正
確

な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
配
球
に
、
ギ
ル

ク
ス
は
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
保

で
き
ず
第
１
ゲ
ー
ム
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
Ｈ
１
５
。
第
２
ゲ
ー
ム
で
は

ギ
ル
ク
ス
も
が
ん
ば
り
、
３
１
８
か

ら
９
１
８
と

一
旦
は
逆
転
し
た
。
し

か
し
、
再
び
Ю
１
９
と
逆
転
さ
れ
た

後
、
マ
ッ
チ

・
ポ
イ
ン
ト
を
２
本
逃

げ
た
も
の
の
、
最
後
、
湯
木
の
ク
ロ

ス
コ
ー
ト
が
エ
ー
ス
と
な
っ
て
、
湯

木
の
２
連
勝
が
決
ま
っ
た
。

「
コ
ー
ペ
ン
を
料
理
し
た
と
き
は

そ
の
料
理
法
が
わ
か
っ
て
お
り
、
し

か
も
思
い
通
り
に
や
れ
た
。
で
も
、

湯
木
さ
ん
に
は
ス
キ
が
な
く
、
何
を

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
ぬ
う
ち

負
け
て
し
ま
っ
た
。
後
半
は
、
そ
れ

で
エ
ラ
ー
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、

ま
す
ま
す
焦
っ
て
固
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
完
敗
よ
」
ギ
ル
ク
ス
夫
人
は

シ
ャ
ッ
ポ
を
ぬ
い
だ
。

日
本
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

・
小
宮

理
事
長
の
話
　
過
去

一
シ
ー
ズ
ン
、

数
々
の
国
際
試
合
で
不
振
を
続
け
て

い
た
だ
け
に
、
正
直
の
と
こ
ろ
、
ほ

つ
と
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
焦
点

は
六
月
の
ユ
杯
に
あ
り
、
小
飼
監
督

を
は
じ
め
、
全
日
本
女
子
チ
ー
ム
の

指
導
陣
は
、
す
べ
て
を
そ
こ
に
合
わ

せ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
全
英
選
手
権

は
、
ユ
杯
を
占
う

一
つ
の
試
金
石
で

す
か
ら
ね
。
こ
と
に
、
直
前
の
デ
ン

マ
ー
ク
選
手
権
で
タ
イ
ト
ル
を
と
れ

な
か
っ
た
矢
先
の
こ
と
で
…
…
。

本
田
会
長
か
ら
も
早
速
、
電
話
が

あ
り
、
大
変
、
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
「内
心
、
半
分
は
あ
き
ら
め
て

い
た
ん
だ
が
」
と
い
わ
れ

「
こ
れ
か

ら
が

（
ユ
杯
に
向
か
っ
て
）
本
当
の

勝
負
。
残
る
二
ヵ
月
を
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」
と
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
。

私
自
身
は
、
こ
れ
で
日
本
と
外
国

（英
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
立
場

が
五
分
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
あ
く
ま
で
も
五
分
で
あ
っ
て

そ
れ
以
上
で
は
な
い
。
日
本
は
ユ
杯

で
英
国
×
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
勝
者
と

対
戦
す
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
英
国

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
し

い
人
が
、
か
な
り
全
英
で
活
躍
し
て

い
た
よ
う
で
す
し
、
地
元
の
利
と
い

う
よ
う
な
点
を
考
え
る
と
、
英
国
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
五
分
五
分
。
日
本

を
含
め
、
ま
さ
に

″
二
つ
巴
″
状
態
。

残
る
期
間
で
是
非
と
も
、
六
分
四
分

か
ら
七
分
三
分
に
ま
で
、
差
を
開
い

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

◆ユ杯防衛へ大きな光明◆

勝ってカブトの緒を

さらに努力と団結を

湯本の活躍に小飼ユ杯監督の顔 もほころ.ド

激しい闘いを終えたあとのやさしい表情
をみせる湯木



インドネシア勢ベスト8に 3組進出

中山・西尾はあと一本が取れず

湯
木
・池
田
は
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
に
惜
敗

ミ
ナ

ル

ニ

若

手

と

ペ
ア
を

組

み
健

闘

◆
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
１
回
戦

（主
な
記
録
）

朴・喝フが２（‐５‐５‐‐８２）０（′ヽボ摯「″

一一”一一２（‐５‐７日５‐５）０本ユ‐ン・マト”

一］（イゥイ・ィ一２（̈‐―‐一）・「‐・フレトスェ一”

．抑日）．叩２（‐７‐５日‐４‐‐）０（ウニ］つ衆レ

（ィタゥイジティ一ノ．ャは２一̈中一一・狗一ろ〓げ
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（一”ノ（２一̈‐―‐‐‐６‐５）・・”・一【

（西中日）馴２（‐５‐５‐‐４３）０（子フデ，―ェ一ガ

［（エク〕「‐フレ２（］‐‐７６）０（スク］一「̈
ユ
杯
を
め
ざ
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
意
欲
的

▽
２
回
戦
がいクが２（‐５‐５‐‐６５）０スドレ̈げ一́

一ケ・ュ”一‐コ２（‐５‐５‐‐］一０な【（ィソ英ブンシ

一］句・ィ一２（‐５．５‐‐［一０）（ヨ′、↓一挙ンン

御　　朝２（‐５‐５‐‐３６）０〕詐７ノ

″】ョィジノ．ャ嫁２（］‐‐̈）０率に一ィンン

″「付け川２（］日̈）０ペレボ″・グ一ぃ

舞ヽスノイニ２（̈‐‐７‐７）０”「・ル膨

［エク）州‐フレ２一̈‐―‐̈一・ｍ・　　・馴

〈参
加
３２
組
〉
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一
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
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ま
し
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小島ベスト8に一人残る一―ハルトノの壁厚し

プリ悲願のタイ トルに感激の涙
ハルトノ8連勝はならず

◆
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
１
回
戦

（主
な
記
録
）

（プデ）り２（‐５‐５‐‐・３）０
（口孵つ
ュ

″却存）ャ２（‐５‐５一‐‐『）０
（ェ」釘ィ

（栂臨〕尾２⌒‐５‐５‐‐４６）０
（ヘルマィ

（ボ彬「ゥ２奮̈
‐‐３２）０
（力″３ヮ‐

▽
２
回
戦

（主
な
記
録
）

プ　　リ２一‐５‐５‐‐‐‐‐５４‐５）・な看（ィ知）

日オ”フ〓）ス２（‐５‐５‐‐７‐‐）。クリスチャ

ボショウ２（‐８‐５‐‐‐６‐３）０栂
野
尾

ユチ́
ンチ２（‐５‐５‐‐３‐０）０朴レジェ

ルョンソ２（‐５‐５‐‐３６）０
（カイブレ「ノ

銭　　谷２（‐５‐５‐‐・７）０（
（―れ一

ハ　ヽント２⌒‐５‐５‐‐８‐４）０
（Ｃ台。「ン

デルフス２（‐５‐５‐‐４３）０レ（ワＭ）ラ

小　　一島２（‐５‐５‐‐・‐０）０けクエ（ン″一

けいトナ２（‐５‐５‐‐２４）０
（′ヾ剤かン

ハルトノ２⌒‐５‐５‐‐・６）０
（マ″）―

▽
３
回
戦

（主
な
記
録
）

プ　　リ２（・５‐５‐‐４４）０
（ナ引）ン

一
ン

ソ

Ｓ

・
キ

（
イ
）島

▽
準
決
勝

プ　　リ２（・５‐５‐‐０５）０ユチ́
ンチ

ハルトノ２（‐５‐５‐‐６８）０デルフス

▽
決
勝
プ　　リ２（‐７‐５‐‐‐４‐‐）０ハルトノ

〈参
加
６４
名
〉
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ボ
シ

チ

ュ

ュ

ン

ンヽ

ョ

ンデ

ル

４

／
▽
準
々
決
勝

プ
　
　
リ

チ
ュ
ン
チ

ュ
ン

デ

ル

フ

ス

ハ

ル

ト

ノ

メレ 
ル
言 ンVミ  ナ  ト

⌒イ トビ
イ虫バ  ンン

谷  Vル  グ

ハ
ル
ト
ノ
が
敗
れ
、
不
滅
の
連
勝

記
録
は

「７
」
に
と
ど
ま
っ
た
。
シ

ン
グ
ル
ス
の
ハ
ル
ト
ノ

（イ
ン
ド
ネ

シ
ア
）
は
、
決
勝
ま
で
は
順
当
に
進

ん
だ
が
、
最
後
、
全
デ
ン
マ
ー
ク
の

決
勝
で
相
対
し
た
プ
リ

（デ
ン
マ
ー

ク
）
の
捨
て
身
の
攻
撃
の
前
に
、
あ

え
な
く
ス
ト
レ
ー
ト
で
負
け
た
。
プ

リ
は
も
ち
ろ
ん
初
優
勝
。
ハ
ル
ト
ノ

は

一
九
六
八
年
以
来
、
世
界

一
を
決

め
る
こ
の
大
会
で
７
連
勝

（全
種
目

を
通
じ
最
高
）
し
て
い
た
。

ベ
ス
ト
４
は
全
デ
ン
マ
ー
ク
と
同

じ
顔
ぶ
れ
。
小
島
も
準
々
で
ハ
ル
ト

ノ
と
顔
を
合
わ
せ
る
組
合
せ
で
な
か

っ
た
ら
、
も
う

一
段
階
上
が
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
ダ
ブ
ル
ス
も
結
局
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勢
の
同
士
打
ち
と
い

う
、
全
デ
ン
マ
ー
ク
同
様
の
カ
ー
ド

と
な
っ
た
。
チ
ュ
ン
チ
ェ
ン
組
は
２

連
勝
。
混
合
ダ
ブ
ル
ス
は
地
元
の
ス

チ
ュ
ア
ー
ト

・
ガ
ー
ド
ナ
ー
組
が
初

優
勝
、
開
催
国
唯

一
の
タ
イ
ト
ル
を

手
に
し
て
、
わ
ず
か
に
面
目
を
保
つ

こ
と
が
で
き
た
。

スペンド・ プリ



「信
じ
ら
れ
ん
、
オ
レ
が
勝
つ
な
ん
て
…
…
」

十

一
年
目
の
初
優
勝
に
泣
き
だ
す

◆
ス
ベ
ン
ド

・
プ
リ
◆

○
…
前
人
未
踏
の
８
連
勝
を
目
前

に
、　
ハ
ル
ト
ノ
が
つ
い
に
敗
れ
た
。

プ
リ
と
の
決
勝
第
２
ゲ
ー
ム
。
焦
っ

た
プ
リ
が
中
盤
で
５
本
の
エ
ラ
ー
を

出
し
、　
一
旦
は
ハ
ル
ト
ノ
が
１４
‐
‐２

で
ゲ
ー
ム
・
ポ
イ
ン
ト
。
プ
リ
が
よ

う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
１４

オ
ー
ル
に
追
い
つ
き
、
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
ヘ
。
力
を
得
た
プ
リ
が
１６
‐
‐４
と

逆
転
し
た
あ
と
、　
ハ
ル
ト
ノ
は
２
本

マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
逃
げ
た
が
、
そ

こ
で
力
尽
き
た
。

ハ
ル
ト
ノ
は
昨
シ
ー
ズ
ン
、
全
英

以
外
の
大
き
な
国
際
試
合
に
ほ
と
ん

ど
顔
を
出
さ
ず

（第
２
回
世
界
招
待

大
会
に
も
欠
場
し
て
い
る
）
ロ
ン
ド

ン
入
り
し
た
時
も

「全
英
も
今
回
限

り
。
近
く
引
退
す
る
」
と
い
っ
て
い

た
。そ
の
せ
い
か
、
力
は
確
か
に
抜
群

だ
っ
た
が
、
例
の
尖
光
の
よ
う
な
ネ

ッ
ト
プ
レ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
ひ
ら
め
き
が
欠
け
て
い
た
こ
と

も
事
実
。
準
決
勝
ま
で
は
４
試
合
ス

ト
レ
ー
ト
勝
ち
だ
っ
た
が
、
１
回
戦

の
対
ハ
ン
セ
ン
は
、
第
１
ゲ
ー
ム
５

１
９
、
第
２
ゲ
ー
ム
Ю
１
１３
と
先
行

さ
れ
、
追
い
つ
き
追
い
越
す
と
い
う

経
過
だ
っ
た
。

○
…
六
千
の
観
衆
が
熱
狂
す
る
中

で
、
プ
リ
は

「信
じ
ら
れ
ん
。
な
ん

て
こ
っ
た
、
お
れ
が
勝
つ
な
ん
て
」

と
い
っ
て
絶
句
し
た
。
全
英
に
出
場

す
る
こ
と
十

一
年
。
２９
歳
に
し
て

一

躍
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
っ
た
プ
リ
は
、
う

れ
し
さ
の
あ
ま
り
、
一嵌
を
ポ
ロ
ポ
ロ

こ
ぼ
し
た
。

「今
年
負
け
た
ら
、
も
う
引
退
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
。
十

一
年
だ

よ
、
十

一
年
も
優
勝
を
夢
見
て
き
て
、

最
近
で
は
、　
ハ
ル
ト
ノ
が
相
手
じ
ゃ

あ

一
生
、
勝
て
な
い
と
思
い
始
め
て

い
た
ん
だ
。
そ
れ
で
…
」

「し
か
し
、
勝
っ
ち
ま
っ
た
か
ら

ね
、
引
退
は
取
り
消
さ
な
く
ち
ゃ
。

来
年
や
れ
ば
、
ま
た
、
お
れ
が
勝
つ

か
も
し
れ
な
い
も
の
」

○
…
８
連
勝
は
成
ら
な
か
っ
た
。

「来
年
も
こ
の
コ
ー
ト
に
来
る
」

し
か
ｔ
、　
ハ
ル
ト
ノ
の
偉
大
な
足
跡

が
、
そ
れ
で
消
え
る
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
全
英
選
手
権
史
上
、
同

一

選
手
の
優
勝
回
数
で
は
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
の
ハ
シ
ュ
マ
ン
夫
人

（米
国

人
、
の
ち
英
国
籍
）
が
記
録
し
た
９

回
が
最
高
だ
が
、
連
勝
は
ハ
ル
ト
ノ

の

″
７
″
が
ベ
ス
ト
。

「来
年
も
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ト
に

一舞
Ｌ
戻
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
」
二

十
五
歳
の
ハ
ル
ト
ノ
は
、
前
言
を
ひ

る
が
え
し
、
こ
う
い
っ
た
。
そ
し
て

続
け
た

「き
ょ
う
の
プ
リ
は
な
に
し

ろ
、
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
優
勝
し
て

当
鉄
だ̈
」

野
球
に
お
け
る
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
、

サ
ッ
カ
ー
に
お
け
る
ペ
レ
等
に
も
匹

敵
す
る
、
偉
大
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界

の

″王
様
″
は
、
静
か
に
コ
ー
ト
を

あ
と
に
し
た
。

静
か
に
コ
ー
ト
を
あ
と
に
す
る

◆
ル
デ
ィ

・
ハ
ル
ト
ノ
◆

簾鱚鱚■ぶ
左から小島 。小飼 。小島夫人・中山

●
｀
、
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一
一
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チュンチュン・ワジュディ組苦戦の末 2連勝

小島・銭谷は2回戦で敗る
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英
国
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′ヽ デ

ル

ク

な

２

ス
テ
ィ
ー
プ

ン
ス

・
ト

レ
２

一■

ッ
ト

フ

レ
ー

マ
ン

カ
ー
ル
ス
ト
２

レ

ムブマイ鉢「ント２

ス
チ

ェ
ア
ー

ト
・
タ
ル
ボ
２

ツ

」
Ｆ枷
野
馴２

ク
リ

ス
チ

ャ

イ

チ
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２

ド

ラブマ′
喰
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ペ
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金
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Ξウ98::釜:381ぶΞ!|:17`::
〔国
名
略
称
〕

英
＝
イ
ギ
リ
ス
、
イ
＝
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
デ
＝
デ
ン
マ
ー
ク
、
日
＝
日

本
、
オ
＝
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
＝
ア
メ
リ

カ
、
独
＝
西
ド
イ
ツ
、
ス
コ
＝
ス
コ

▽
準
決
勝

ス
チ

ュ
ア
ー

ト

・
ガ
ー

ド
２

ナ
ー

″
一
卦
れ

ン ト
２

〈参
加
４８
組
〉

ッ
ト
ラ
ン
ド
、
力
Ｈ
カ
ナ
ダ
、
ス
＝

ス
ウ
ェ
ト
デ
ン
、
台
＝
台
湾
、　
ニ
ュ

＝
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ノ
＝
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
メ
ロ
メ
キ
シ
ョ
、
南
＝
南

ア
フ
リ
カ

◆
混
合
ダ
ブ
ル
ス

（主
な
記
録
）

▽
準
々
決
勝

一‐・チ一中「２（‐５９‐５‐‐‐‐０‐５３）・ン型一が情

一に一マンゥ２（‐５‐５‐‐８４）０（′ヽ二「一）ンン

噺
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（ノレノレゥ一一サ引２一‐５‐５［６２一０一第一．

ス
チ
ュ
ア
ー
ト

・
ガ
ー
ド
ナ
ー
組

か
ろ
う
じ
て
英
国
の
面
目
保
つ
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全英選手権ハルトノ初優勝後の歴代チヤンピオン

く男子シングルス〉

1968 ルディ・ハル トノ (イ ンドネシア )

1969 ルディ・ハル トノ (イ ンドネシア )

1970 ルディ・ハル トノ (イ ンドネシア )

1971 ルディ・ハルトノ (イ ンドネシア)

1972 ルディ・ハルトノ (イ ンドネシア )

1973 ルディ・ハル トノ (イ ンドネシア )

1974 ルディ・ハル トノ (イ ンドネシア )

1975 スペンド・プリ (デンマーク)

く男子ダブルス〉

1968 11う多トギ百みス(デンマーク)

1969 1iう多トヴ百みス(デンマーク)

1970 F!父≠ん毛ラ(デンマーク)

1971 スニ;了チ手リフ(マレーシア)
1972 1#争 i手インドラ(インドネシア)
1973 1#争す単単ンドラ(インドネシア)
1974 み3`事テ
ン
(ィンドネシア)

1975 み3菫事テ
ン
(ィンドネシア)

〈混合ダブルス〉

A・ D。 ジョーダン
S・ D・ パウンド

RoJ・ ミルズ
ギリアン・ペ リン

F:ス多宅イ
~(デンマーク)

うザイ支iプじド(デンマーク)

うザイ支iプリド(デ
'マ

ーク)

単

`チ

多:4;じリス臭人
::B:う ]1ナール夫人

長:8:分ニネ子
=卜
(イギリス)

く女子シングルス〉

1968 ェバ・ツェ ドベ リ夫人 (ス ウェーデン)

1969湯 木 博 江 (日 本 )

1970竹 中 1見 子 (日 本 )

1971 エバ・ッェ ドベ リ夫人 (ス ウェーデン)

1972 中 山 紀 子夫人 (日 本 )

1973 マーガレット・ベ ック (イ ギリス)

1974湯 木 博 恵 ([1本 )

1975湯 木 博 恵 (日 本 )

く女子ダブルス〉

う|ケテコ_スジャ(インドネシア)

FTgィち上iザικ莫貨(イギリス)

FTgィち上iザ乙ん莫失(イギリス)

房奈聾孟(日本)

堺 學 こ
チ
季(日本)

1973 
堺 學 Iチ季 (日 本 )

1974 TTダリ
｀

`キ

ノし
'ス

臭人
1975 
繹  f Iチ 季 (日 本 )

く注〉

●湯木は74年に博江から博恵に改名

●1971年女子ダブルス優勝の高木紀子は現中山

夫人

●1968年混合ダブルス優勝の S・ D・ パウン ド

は現ウェ トナール夫人

●1969年混合ダブルス優勝のギリアン・ペ リン

は現ギルクス夫人

●1970年 混合ダブルス優勝の P・ ハ ンセンは現

カガー ド夫人

1968

1969

1970

1971

1972

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975
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◆
昭
和
４９
年
度
ラ
ン
キ
ン
グ
表
◆

全
日
本
実
業
団

五
位

″

■

′

上
位

上
位 位 位 イ立

ト

タ

自

工

（愛

知
）

り||

一菱

重

工
　

横

浜

（
神

奈

河
崎
ラ

ケ
ッ
ト

（束

一示
）

JL

辰

電

機

（東
ス

ワ

ロ

ー

化

研

（大

阪
）

電

電

北

海

道

（
北
　

海
　
道

）

高

岡

市

役

所
山
）

ｔ

ｔ

東

京

（
東

　
　
　

京

）

般

男
子
団

体

（
長

崎
）

三
菱
電
機
・
長
崎

一
来
Ｈ

川
）

高
松
年
十
電
鉄

（丘
（

庫
）

菱

電
機

・
伊
丹

北

辰

電

機

（束
ｒｆ

卜

四

銀

行

（香

川
）

（東

ヨ
ネ

ッ
ク

ス
ス
ポ

ー

ツ

電

電

東

京

一束
河

崎

ラ

ケ

ッ

ト

（東

一示
）

一
般

女
子
団
体

（
ト

ヨ
タ
自

工

）

谷

寛

光

男

（電
電
東
京
）

屁

幹

男

（
電

電

東

京

）

一
Ｌ

Ｅ

ｔ

″

ｒ

」還

藤

男

牧

光

男

（
高
岡

市

役
所

）

（
電

電

東

京

）

池

　

田

信
　
孝

栂
野
尾
　
日日
　
一

言

ネ

ッ

ク

６

（
ト

ヨ
タ
自

工

）

本

次

一
般

男

子

単

鷲

尾

正

一

水

川

九

洋

（
ス
ワ
ロ
ー
化
研
）

堺
　
　
　
栄
　
一

菅

原

弘

貴

（河
　
　
　
崎
）

平

井

克

英

今

井

茂

満

（河
　
　
　
崎
）

田

所

光

男

浜

谷

安

裕

（
電

電

東

京

）

関

村

順

治

牧

野

光

男

（
高

岡
市
役
所

）

池

　

田
　

信
　
孝

尾

崎

幹

男

（
電

電

東

京

）

河

村

博

之

今
　
泉
　
　
　
勉

（高
岡
市
役
所
）

本

問

順

次

谷
　

口
　

　

　

寛

（
ト

ヨ
タ
自

工

）

般
男
子
複

尼

崎

初

子

（
三
菱
電
機

・
伊
丹
）

崎
一

池

田

美

加

'可

（北
辰
電
機
）

田
　
か
す

み

沼

能

久

子

（旭
　
化
　
成
）

沢
　
マ
チ
子

（
ヨ
ネ

ッ
ク

ス
）

茂

（
電

電

東

京

）

竹

中

悦

子

（
ヨ
ネ

ッ
ク

ス
）

（
河

崎
）

湯

木

博

恵

一
般
女
子
単

〓
一　
田
　
明
　
美

寺
　
見
　
み
ど
里

（ク
ラ
レ
・
岡
山
）

我
　
妻
　
た
き
子

佐
久
間
　
雅
　
子

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

柴

　

山
　

き
よ
子

宇

部

裕

子

（
河
　
　

　

崎

）

藤
　
井
　
由
美
子

沼

能

久

子

（旭
　
化
　
成
）

田

所

静

子

石

原

英

子

（高
松
琴
平
電
鉄
）

石

崎

初

子

今

　

田

　

真

知

子

（
電

電

東

京

）

湯

木

博

恵

池

田

美

加

（河
　
　
　
崎
）

相
　
沢
　
マ
チ
子

竹

中

悦

子

（
ヨ
ネ
ッ
ク
ろ

一
般
女
子
複

菅

原

秀

二

（
日
田
市
役
所
）

春

千安

武

（日
田
市
役
所
）

大

雄

（
十
条

製

紙

・
伏
木

）

星

野

義

こ

‐
し

東

京

窪

　

田
　

恵
　

一二

（
甲
府
市

役
所

）

（
日
立

・
戸

塚

）

田

事5

男

鈴

木

勝

之

（
三
菱
重
工

・
横
浜
）

増

井

孝

夫

（三
菱
化
成

・
四
日
市
）

○
オ
以
上
単

藤
　
原
　
　
　
航

田

九

勝

己

（
三
井
造
船
　
上
野
）

小
　
松
　
　
　
貴

藤

井

英

雄

（岡
山
市
役
所
）

大

野

幸

雄

界

　

　

　

一二
　

徳

（
十
条
製
紙

・
伏
木
）

鈴
　
木
　
　
　
蕃

島
　
田
　
　
　
稔

（東

京

都

庁
）

春

武

俊

一

宮

原

秀

二

（日
田
市
役
所
）

里
（　
崎
　
一
一　
男

堀
　
越
　
　
　
進

（北

辰

電

機
）

森
　
谷
　
喜
久
男

星

野

義

昭

（電
電
東
京
）

遠

藤

貞

男

窪
　
田
　
黄
一　
一
一

（甲
府
市
役
所
）

一〇
オ
以
上
複

大（
三
菱
電
機

・
神
戸
）

田

（
大

日

日
本
電

機

）

反

夫

（
ス
ワ

ロ
ー
化

研

）

増

稔

．国
鉄
　
大
井
一

浅
　
井

　
　

　

譲

（国
鉄
・
後
藤
）

小

林

忠

信

（
三
菱
電
機

・
神
戸
）

（大
村
市
役
所
）

中

島
　
泰

浜

`誠

（丸
善
石
油
　
松
山
）

四
〇
オ
以
上
単

岡

本

武

利

水

川

捨

夫

（岡
山
市
役
所
）

鈴
　
木
　
　
　
勇

石
　
原
　
　
　
明

⌒名
古
屋
裁
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森
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等

夫

鈴
　
木
　
　
　
潔

（国

際

電
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）
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崎

重

藤

増
　
田
　
　
　
稔

（国
鉄
・
大
井
）

井

　

原
　

平

八
郎

佐

々
木

　
義

　

政

（
国

鉄

・
後
藤

）

松
　

水ヽ
　
恭

　
昌

浅
　
井

　
　
　

譲

（
国

鉄
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後
藤

）

尾

崎

惟

信

大

平

和

三

（
三
菱
電
機

・
神
戸
）

藤

井

虎

男

谷

田

金

夫

（ク
ラ
レ
・
西
条
）

四
〇
才
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上
複

東

条

義

昭

平
　
井
　
佐
代
子

（高
松
琴
平
電
機
）

松
　
島
　
　
　
保

池

田

静

江
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タ
自
工
）

今

井
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満

池

田

美

加
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）
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信

孝
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子
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京
）

平

井

克

英
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よ
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崎

映
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）
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野
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日
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一
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中

悦

子
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ッ

ク

ス

）
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一

湯

木

博

恵

（
河
　

　

　

崎

）
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全
国
中
学
生

全
国
高
等
学
校

上
位

上
位

上
位

上
位 一位 位

二
位

一
位

長
　
　
崎
　
　
県

奈
　
　
良
　
　
県

束

示

都

A

神

奈

川

県

福
　
　
岡
　
　
県

埼
　
　
玉
　
　
県

福
　
　
井
　
　
県

滋
　
　
賀
　
　
県

男

子

団

体

滋
　
　
加只
　
　
県

束
　
一京
　
都
　
Ａ

栃
　
　
木
　
　
県

北
　
　
海
　
　
道

福
　
　
井
　
　
県

｛昌
　

　

山

　

　

県

能
（　
　
本
　
　
県

大
　
　
阪
　
　
府

女

子

団

体

上
位

Ｉ
位

上
位

上
位

三
位

三
位

二
位

一
位

晩
　
浦
　
二品
　
校

滑

り||

高

校

退

[『

開

成

日

大

鶴

ヶ

丘

勝

山

高

校

金
沢
市
立
工
業

日

大

山

形

正
　
強
　
二高
　
校

男

子

団

体

成

安

女

子

奈

良

条

昌

田

女

子

真

岡

女

子

善

通

寺

女

藤

園

女

子

四

条

畷

学

園

新
　
潟
　
土Ｈ
　
陵

女

子

団

体

菅

　

　

敏
　
明

（磯
　
浦
　
高
）

本

石

幸

（九

州

学

院
）

塚

本

良

（奈
良
市
立

一
条
）

鏑

木

智

博

（桐
　
生
　
商
）

康

男

（逗

子

開

成
）

成

田

勧

次

（
日
大
鶴
ヶ
丘
）

士
電

（金

沢

市

工
）

長
谷
川
　
博
　
幸

（勝
　
山
　
高
）

男

　

子

　

単

伊

藤

勝

之

佐
々
木
　
靖
　
雄

（
日
大
鶴
ヶ
丘
）

〓
一　
浦
　
政
　
治

榊
　
原
　
　
　
豊

（山

形

東

高
）

今
　
野
　
　
　
孝

小
野
寺
　
　
　
寧

（仙
台
第
三
高
）

氏
　
家
　
良
太
郎

志

村

理

智

（仙
台
第
三
高
）

福
　
本
　
信
太
郎

菅

　

　

敏
　
明

（磯
　
浦
　
高
）

塚

本

良

一

小

倉

久

和

（奈
良
市
立

一
条
）

滝
　
川
　
　
　
修

船
　
本
　
土土
　
樹

（金

沢

市

工
）

長
谷
川
　
博
　
幸

諏

訪

芳

博

（勝
　
山
　
高
）

男

　

子
　
複

牛
　
田
　
真
由
美

（善
通
■
第

一
高
一

具

瀬
　
か
は
り

（成
安
女
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高
）

関

根

子

（新

潟
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）
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内
　
真
由
美

（新

庄

南

高
）

原

田
　
美
智
子

（山
陽
女
子
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）

大

塚
　
ソ
ノ
エ

（新

潟

青

陵
）

山

本

邦

子

（奈

良

一
条
）
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野
　
恵
美
子

（四
　
条
　
畷
）

女

　

子

　

単

中

津

和

美

桐

山

綾

子

（市
立

一
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高
）

佐

藤

真

弓

雑
　
賀
　
碁畠
士
子

（園
田
学
園
高
）

小

寺

裕

美

日

原

禎

子

（山

陽

女

子
）
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真
由
美

門
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ル
リ
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南
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か
お
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か
ほ
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安
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美
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幸
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美
智
子

藤

原

教
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女

子
）
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和
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大
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青
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）
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子
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全
日
本
教
職
員

上
位

上
位

Ｉ

位
上
位

ｉ
位

二
位

二
位

一
位

和

歌

山

県

岐

阜

県

神

奈

川

県

宮
　
城
　
県

熊

本

　

県

愛
　
知
　
県

石

り||

県

滋

賀

県

一
般
男
子
団
体

一示
　
都
　
府

茨

城

県

群
　
馬
　
県

福
　
岡
　
県

福
　
井
　
県

岐
　
阜
　
県

昌

山

県

一
般

女
子

団
体

熊

本

(C)県

能

本

(3)県

福
　
岡
　
県

千
　
葉
　
県

長

山奇

県

大
　
阪
　
府

石
　
川
　
県

育ヒ

本

県

成
＝
年
団
体

藤
上
　
良
信

（
滋

加只
）

二
上
　
敏
博

（一［田

山

武
藤
　
隆
志

（和
歌
山
）

別
井
　
　
晃

（栃
　
木
）

森
（和
歌
山
）

関
　
　
一
誠

（東
京
都
）

工
藤
　
勇
参

（
能
（

本

）

門
間
　
幹
夫

（和
歌
山
）

一
般
男
子
単

原長

谷

川

（
石

川   栄~ 
進 一

平
松
　
孝
孔

八
神
　
由

一

（愛
　
知
）

西
城
　
　
博

平
田
　
欽
世

〓
一　
重
）

上
田
　
　
勉

安
彦
三
千

一

（千
　
葉
）

今
井
　
勇
司

桐
生
台
次
郎

（群
　
馬
）

⌒ 木 波
宮 戸 部

紘

一

純

一

城
）

杉
田
　
　
博

瀬
戸
　
　
孝

（神
奈
川
）

⌒ 藤 藤
滋 原 Jt

良
信

健

．

加只
）

一
般
男
子
複

名
和（岐

和

子

阜

）

方
田
三
輪
子

（
富

山

柿
崎
き
ち
子

（
千

葉

）

池
尻
千
恵
子

千

葉

）

堀
川
恵
美
子

（
新

潟

一

門
間
千
恵
子

（和
歌
山
）

塩
崎
　
睦
子

（
富

山

）

北
島（島

稔

子
根
）

一
般
女
子
単

泊
　
カ
ス
ミ

束
堤
　
範
子

（大
　
阪
）

柿
崎
さ
ち
子

時
田
　
栄
子

（千
　
葉
）

黒
沢
　
照
江

鎌
田
三
枝
子

（茨
　
城
）

小
野
　
裕
子

佐
藤
と
き
江

（群
　
馬
）

広
沢
　
功
子

名
和
　
和
子

（岐
　
阜
）

⌒ 光 功
束 中 刀

京 博 淑V 
美 江

池
尻
千
恵
子

栗
原
え
り
子

（千
　
葉
）

芳
田
三
輸
子

塩
崎
　
睦
子

↑
田
　
山
）

一
般
女
子
複

山
本
　
英
司

（
鳥

取

）

南

善
雄

一　
重
）

大
世
古
吉
弘

重

）

鈴
木
　
裕
司

（
秋

田

）

西

田
　

寿

明

（
熊

本

）

I菊

直
治

本
）

（
熊

田
中
　
康
二

（千
　
葉
）

香
島
　
正
佳

（
長

崎
）

二
〇
オ
以
上
単

村
西
　
　
一

松
本
　
忠
元

（石
　
川
）

宝
乗
　
敏
夫

伊
勢
田
善
昭

（大
　
阪
）

⌒  臼 田
千 井 中

葉 俊 康V 
治 二

久
保
田
宇
作

吉
野
謙

一
郎

（埼
　
玉
）

牛
田

杉
田

（大

阪 忠 輝V 
邦 明

原
日
健
二
郎

吉
松
　
日日
一

（鹿
児
島
）

南
　
　
善
雄

大
世
古
吉
弘

↑
一　
重
）

南西
田

（熊

本 寿 直V 
明 治

三
〇
才
以
止
複

沢
田
　
昭
臣

（
能
¨

本
）

宮
脇
　
正
晴

（大

阪

）

不
破

含

畠

裕

山
）

工削
田

耕

作

工示
）

（
東

π
田
　
敦
海

（
熊

本

）

山
上
　
周
之

一
岡

III

本
郷
　
一即
生

（
能
¨

本

）

毛
利
　
清
志

（岡
　
山
）

四

〇
オ

以

上

単

大
山
　
郁
夫

富
水
　
好
松

（長
　
崎
）

二
次
　
昭
也

河
村
　
孝
也

（熊
　
本
）

牛
島
惟
四
郎

久
保
　
立
明

（熊
　
本
）

元
田
　
敦
海

福
田
　
　
二貝

（熊
　
本
）

不
破
　
　
裕

内
田
小
五
郎

（富
　
山
）

本
郷
　
節
生

沢
田
　
昭
臣

（熊
　
本
）

毛
利
　
一里
心

山
上
　
周
之

（岡
　
山
）

四
〇
オ
以
Ｌ
複

佐
藤

哲

郎

（北
海
道
）

成
井

政

一

岡
）

（福
五
〇
オ
以
上
単

五

〇

オ

以
上
複

山
本
　
敏
彦

多
田
　
慧
子

（福
　
井
）

神
戸

中
村（福

井 正V 
枝 輝

志
子
田
勝
敏

黒
沢
　
昭
江

（茨
　
城
）

安
彦
三
千

一

時
田
　
栄
二

（千
　
葉
）

松
尾
　
益
古

北
島
　
稔
子

（島
　
根
）

⌒ 名 上
岐 和 原

阜 和V 
子 章

河
田

広
沢

（
岐

阜 功V 
子 満

佐
藤
　
利
昭

三
原
登
美
子

（茨
　
城
）

混

合

複

|

|



カ
ア
ル
ト
ヱ

ナ
イ
ロ
ン
を
感
じ
さ
せ
な
い
ナ
イ
ロ
ス

新

開
発

さ
れ
た
、
カ

ア
ル
ト

ン

ピ
■

―
ト

ー
ナ

メ

ン
ト
″

シ
ャ
ト
ル
は
、
ナ
イ
ロ
ン
と
云
う
よ
り
も

英
国
製
高
級
水
鳥
シ
ャ
ト
ル
に

最
も
類
似
し
た
性
能
を

新
し
い

シ
ャ
ト
ル
で
す
。ミ`

ミ
:｀

｀

ニュートーナメントの特徴 ――一――

●打球音が変った●ラケットから離れる

感じが変った●ネットでのターンノーバ

(回転)が変った●スビン●シャトルに対

する視覚度 (よ く見える)がよくなった●飛

翔のときの一貫した安定性が増加された。

ヽヽ   ヽ
、
、

メトロレジャ‐株式会社
東京都千代田区外神田5 6 4 TEL 833 3661(代 )

ヽヽ



４
月
下
旬
か
ら
公
開
の
松
竹
映
面

「
ス
プ
ー
ン
一
杯
の
幸
せ
」
は
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
多
感
な
少
女

・
梅

村
乃
里
子
を
中
心
と
し
た
物
語
で
す

が
、
そ
の
乃
里
子
に
扮
す
る
の
が
、

″花
の
高

一
ト
リ
オ
″
の
一
人
で
ヤ

ン
グ
に
人
気
抜
群
の
桜
田
淳
子
。

こ
の

「
ス
プ
ー
ン
一
杯
の
幸
せ
」

は
落
合
恵
子
原
作
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

の
同
名
の
エ
ッ
セ
イ
を
も
と
に
し
た

も
の
で
、　
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
と
お
り

で
す
。
製
詐
「
樋
口
清
、
企
画
＝
相
沢
秀

禎
、
脚
本
＝
山
根
成
之

。
南
部
英
夫

・
落
合
恵
子
、
監
督
＝
広
瀬
襄

配
役
は
、
梅
村
乃
里
子
に
桜
田
淳

子
、
母
千
恵
に
浜
木
綿
子
の
ほ
か
、

黒
沢
年
男
、
佐
藤
佑
介
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
毎
年
最
下
位
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

（桜
田
淳
子
）
が
、
教
師
の
福
島
清

彦

（黒
沢
年
男
）
に
、
ほ
の
か
な
憧

れ
を
よ
せ
る
が
、
彼
は
乃
里
子
の
母

に
理
想
の
女
性
像
を
み
つ
け
て
い
た
＾

桜
田
淳
子

・
黒
沢
年
男
　

王ヽ
演

松
竹
●
サ
ン
・

こ
の
生
徒
と
教
師
が
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
白
い
シ
ャ
ト
ル
を
け
ん
め
い

に
打
ち
〈
冒
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

わ
だ
か
ま
り
を
解
く
と
い
つ
青
春

ヘ

の
讃
歌
で
す
。

主
演
の
桜
田
淳
子
ち
ゃ
ん
、
撮
影

に
そ
な
え
て
、
け
ん
め
い
の
特
訓
を

お
こ
な
い
、
無
事
に
大
役
を
は
た
し

ま
し
た
が
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、
カ

ラ
ぶ
り
や
、
ネ
ッ
ト
に
ひ
っ
か
け
る

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
■
提
携
作
品

な
ど
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、

周
囲
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
さ
す
が
に
若
Ｌ
浮
子
ち

ゃ
ん
は
、
ま
た
た
く
ま
に
コ
ツ
を
覚

え
、
グ
ラ
ビ
ア
の
と
お
り
、
み
ご
と

な
ス
タ
イ
ル
で
、
と
て
も
初
め
て
と

は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
映
画
を
見
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
に
取
り
組
む
人
が
、　
一
人
で
も
多

く
な
る
と
い
い
の
で
す
が
…
…
。

♂
・一 ‥）

「
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な
か
な
か
う
ま
＜
い
か
な
い
ワ

は
じ
め
は
表
情
も

か
た
か
っ
た
の
で
す

残
念
″
カ
ラ
ぶ
り

あら,また失敗

月

く

Ｅ
Ｅ

Ｆ

す策
一鰤
鰤
”
鰤中中

自 ヽ



いつしようけんめいの練習のかいあつて
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カッコもイタについてきました
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う
ま
＜
打
て
る
よ
う
に
な
り
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た

翁



凩

笑顔もこぼれてきました
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共演の黒沢年男さんもがんばって,撮影は無事終了

「

L

ヽ
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こ

の

〓
瞬

＝
¨

あ
な
た
は
ひ
か
る
＝
＝
＝
＝

は
げ
し

い
動
き
、
小ヽ
き
出
す
汗
、
す

べ
て
の
条
件
を

ブ

レ
イ
ヤ
ー
本
仕

に
満
た
す

ヵ
ヮ
サ
キ

の
″
リ
ー
ス
″
は
あ
な
た

の
ウ

エ
ア
で
す
。

業

株

電
話

（
田
〉

小
恥
　
〈
〓

言コ

奎ラ

臭ケ
iツ

Tト
5ェ

社
〈
代

）



●
？
新
連
載
ら

●

イ
ラ
ス
ト
●
鳴
Ｉ
旭

日
日
壼
思

基本練習各種

各種のストローク

前
号
で
、
私
の
指
導
目
標
と
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
に
対
す
る
考
え
方
を
述

べ
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
れ
を
も
つ
少
し
掘
り
下

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
の
勉
強
不
足
の
た
め
で
し
ょ
う

が
、
私
が
描
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を

説
明
す
る
言
葉
に
、
本
当
に
苦
労
し

ま
す
。
長
年
の
体
験
か
ら
得
た
教
訓
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
年
令
、
性
別
、

レ
ベ
ル
等
と
は
無
関
係
に
、
多
く
の

指
導
者
が
、
今
ま
で
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
述
べ
て
こ
ら
れ
た
よ
う
に
、
基
本

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
最
後
に
再
び

基
本
に
戻
る
、
と
い
う

一
語
に
尽
き

手

。
す
で
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
体
験

さ
れ
て
い
る
方
な
ら
お
気
づ
き
で
し

ょ
う
が
、
基
本
練
習
と
い
う
も
の
は
、

余
り
楽
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
イ
ク
リ
ア
ー
、
ド
ロ
ッ
プ
、
カ

ッ
ト
、
ド
ラ
イ
ブ
、　
ヘ
ア
ピ
ン
、
ス

マ
ッ
シ
ュ
等
の
一
種
類
ず
つ
を
と
り

上
げ
、
よ
り
正
確
に
、
よ
り
正
確
に
、

と
み
が
き
を
か
け
て
ゆ
く
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

生
活
の
余
暇
を
さ
き
、
週

一
回
か
二

回
、
そ
れ
も
わ
ず
か
数
時
間
の
練
習

し
か
出
来
な
い
多
く
の
一仝
廷
婦
人
の

方
々
に
と
っ
て

（も
っ
と
も
、
こ
れ

は
、
社
会
人
共
通
の
悩
み
の
種
な
の

で
し
ょ
つ
が
）
は
、
気
ば
か
り
あ
せ

っ
て
、
な
か
な
か
基
本
練
習
に
多
く

の
時
間
を
さ
く
こ
と
が
む
ず
か
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
少
し
発
想
を
転
換
し
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
プ
レ
ー
が
ど
の
よ

う
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
か
、

詳
細
に
分
析
す
れ
ば
、　
い
く
ら
で
も

基
本
練
習
に
変
化
と
面
白
味
が
出
て

ま
い
り
ま
す
。

私
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
本
当
の

基
本
か
ら
教
え
ら
れ
、
と
も
す
れ
ば
、

無
味
乾
燥
に
な
り
が
ち
な
練
習
に
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
と
関
連
さ
せ
た

実
に
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
、
練

習
方
法
で
の
訓
練
を
受
け
て
、
本
来

鵞



′ドドミントンのクリ /ヽフ |゚よ 果レて何種類 ?(ヽぁ―)

′

ノ

′

…

①
△

林 t工働′向t
足tiコ定する。
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ノ

′
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審

ネ  ッ  ト

④   力nl夕でぁ3″r',上イ本セひねらなくLtよ 1!.

な
ら
苦
痛
を
併
な
う
は
ず
の
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
で
の
訓

練
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苦

し
か
っ
た
と
い
う
思
い
出
が
、
ど
こ

に
も
見
出
せ
な
い
こ
と
、（幼
児
体
育

か
ら
老
人
体
育
ま
で
、
非
常
に
幅
広

い
体
育
専
門
家
と
し
て
の
学
識
と
体

験
を
持
た
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
指

導
者
と
し
て
も
、
ト
マ
ス
杯
代
表
選

手
団
を
引
率
さ
れ
た
り
し
て
、
何
度

か
に
わ
た
る
海
外
遠
征
を
体
験
さ
れ
、

ま
た
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
は
、
壮

年
男
子
の
全
日
本

一
〇
連
勝
を
飾
ら

れ
た
、
熊
本
女
子
大
学
教
授
伊
藤
基

記
先
生
の
卓
抜
し
た
指
導
方
法
の
お

蔭
な
の
で
す
が
）
か
ら
考
え
て
、
や

り
方

一
つ
で
、
い
く
ら
で
も
面
白
い

基
本
練
習
が
可
能
で
あ
り
、
わ
ず
か

な
練
習
量
で
あ
っ
て
も
、
楽
し
み
な

が
ら
、
相
当
高
度
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
プ
レ
ー
か
工身
に
つ
け
ら
れ
る
は
ず

だ
と
、
考
え
て
居
り
ま
し
た
。

手
前
味
嗜
ば
か
り
で
恐
縮
な
の
で

す
が
、
私
は
体
育
の
専
門
家
で
も
な

く
、
指
導
者
と
し
て
の
肩
量
日も
あ
り

ま
せ
ん
。
体
験
だ
け
が
全
て
の
人
間

で
す
。
従
っ
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
と

か
、
多
く
の
デ
「
夕
の
一暴
づ
け
を
持

っ
て
の
理
論
等
の
知
識
は
皆
無
で
す
。

た
だ
、
基
本
か
ら
始
め
て
、
応
用
間

題
に
入
り
、
多
く
の
方
々
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
見
聞
し
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
結
局
、
行
き
つ
い
た
と
こ

ろ
は
、
基
本
に
忠
実
で
あ
れ
と
い
う



グ
リ
ツ
プ
の
基
本
形

①
１
１

グ
リ
ツ
プ
の
基
本
形

②
１
２

こ
と
以
外
に
な
か
っ
た
の
で
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
基
本
か
Ｌ
ス
タ

ー
ト
し
て
、
最
終
日
標
ま
で
の
、「筋

道
」
…
…
精
神
、
技
術
、
身
体
等
を

総
合
し
て
の
…
…
で
あ
り
ま
し
よ
う
」。

私
が
や
っ
た
こ
と
す
べ
て
が
、
正

し
い
と
は
中
し
ま
せ
ん
が
、
私
が
歩

い
た
筋
道
も

一
つ
の
筋
道
で
あ
っ
た

こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
は
、
ス
タ
ー

ト
か
ら
頂
点
ま
で
ど
う
歩
く
か
、
指

導
者
と
し
て
は
ど
う
歩
か
せ
る
か
。

実
に
複
雑
多
‐‐―支
な
条
件
が
か
ら
み
合

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

話
を
変
え
て
、
社
会
人
と
し
て
の

私
は
、
仕
事
を
い
き
な
り
実
戦
か
ら

た
た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
基
本
と
応

用
問
題
の
違
い
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
、

そ
う
し
て
、
そ
の
区
別
を
は
つ
き
り

知
っ
た
と
き
に
は
、
す
っ
か
り
疲
れ

て
居
り
ま
し
た
。
何
事
も
、
理
屈
と

実
際
が
合
致
し
な
け
れ
ば
、
気
が
す

ま
な
い
私
の
欠
点
な
の
で
し
ょ
う

が
…
…
。

こ
つ
い
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
み

ま
し
て
も
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
い
か
な

る
立
場
に
あ
っ
て
も
、
ま
ず
基
本
を

正
し
く
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
で
す
。

途
中
か
ら
入
っ
て
、
正
し
い
基
本

を
知
る
ま
で
の
過
程
ほ
ど
、
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
、
苦
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、

自
ら
の
誤
り
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で

あ
り
、
認
め
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら

で
す
。

本
来
な
ら
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場

で
あ
る
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
の
場
が
、
自

己
否
定
の
場
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら

だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ス
ポ
ー
ツ
と
、
社
会
体
育
の
、
根

本
的
な
違
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
私
の
体
験
を
通
し
て
、
奥

様
方
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
、
本
当

の
楽
し
さ
を
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
自
ら
の
健
康
と
、

日
常
生
活
の
ス
ト
レ
ス
解
消
を
目
的

と
さ
れ
る
以
上
、
た
ヾ
単
に
汗
を
流

し
て
、
井
戸
端
会
議
的
な
、
雰
囲
気

で
終
止
す
る
の
で
は
な
く
、　
コ
ー
ト

の
中
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
正
し
い

技
術
を

一
つ
で
も
、
二
つ
で
も
、
自

分
の
ぺ
―
ス
で
身
に
つ
け
て
ゆ
か
れ

る
こ
と
に
、
本
当
の
喜
び
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
条
件
に
し
ば
ら
れ
て
、

息
苦
し
い
毎
日
を
送
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
私
達
現
代
人
に
と
っ
て
、
コ

ー
ト
に
入
っ
た
と
き
の
シ
ャ
ト
ル
を

力

一
杯
打
っ
た
と
き
の
、
何
と
も
い

え
な
い
解
放
感
は
、
何
物
に
も
か
え

が
た
い
魅
力
で
す
。
そ
う
し
て
、
汗

を
流
し
た
後
で
味
わ
う
さ
わ
や
か
な

気
持
「
だ
か
ら
や
め
ら
れ
な
い
の
よ
」

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
人
に
、
共
通

の
感
じ
で
し
ょ
う
。
正
し
い
技
術
を

覚
え
れ
ば
覚
え
る
ほ
ど
、
言
葉
で
は

表
現
出
来
な
い
く
ら
い
深
い
魅
力
が

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
あ
る
こ
と
を
、
今

私
と
共
に
や
っ
て
居
ら
れ
る
方
々
は
、

お
気
づ
き
の
こ
と

ヽ
思
い
ま
す
。

そ
う
し
て
幸
い
に
し
て
、
私
と
共

に
同
じ
道
を
歩
か
れ
た
奥
様
方
、
こ

れ
が
中
年
の
御
婦
人
方
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
高
度
な
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
，身
に
つ
け
て
居
ら
れ

る
の
を
、
目
に
と
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
私
の
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
を

本
当
に
、
御
理
解
い
た
ヾ
け
る
と
思

い
ま
す
。
今
、
私
が
受
け
持
っ
て
い

る
チ
ー
ム
は
、
全
て
、
前
任
者
か
ら

の
引
き
継
ぎ
で
あ
り
、　
一
か
ら
育
て

た
チ
ー
ム
で
あ
る
と
は
、
決
し
て
申

し
ま
せ
ん
、
け
れ
ど
も
、
そ
の
方
々

は
、
全
く
の
初
心
者
か
ら
始
め
ら
れ

た
方
、
経
験
年
数
、　
一
年
の
方
、
二

年
の
方
、
三
年
の
方
、
三
年
以
上
の

方
、
高
校
時
代
の
経
験
者
、
等
、
非

常
に
バ
ラ
〓
ア
ィ
に
富
ん
で
居
り
ま

す
が
…
…
。
そ
の
方
々
の
上
達
ぶ
り

を
見
て
、
自
分
で
信
じ
切
れ
な
い
で

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
先
の
長
い

こ
と
で
も
あ
り
、
現
状
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
ゆ
く
か
、
皆
目
見
当
も

つ
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
出
来
る
こ

と
な
ら
末
長
く
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

さ
て
、
話
を
戻
し
ま
す
。
先
に
、

基
本
か
ら
入
っ
て
、
頂
点

へ
の

「筋

道
」
を
知
る
、
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
何
事
も
、
日
標
が
わ
か
り
、
筋

道
が
わ
か
っ
て
、
初
め
て
、
気
持
に

ゆ
と
り
が
生
れ
、
正
し
い
判
断
が
下

せ
ま
す
。

自
分
が
、
歩
き
始
め
る
道
、
そ
の



目
的
地
、
亦
、
歩
い
て
い
る
現
在
の

位
置
、
そ
れ
は
、
誰
れ
し
も
が
知
り

た
い
こ
と
で
あ
り
、
指
導
す
る
者
に

は
、
そ
れ
を
教
え
る
義
務
が
あ
る
は

す
で
す
。

先
に
、
応
用
問
題
か
ら
入
っ
て
、

基
本
の
重
要
性
を
知
る
迄
の
苦
労
が
、

並
大
低
の
こ
と
で
は
な
い
と
書
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
、
正
確
な
自
ら
の

位
置
と
か
、
レ
ベ
ル
が
欄
め
な
い
為

の
、
不
安
感
に
起
因
し
て
い
る
は
す

な
の
で
す
。

私
は
、
今
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
技

術
に
、
焦
点
を
当
て
ヽ
話
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
精
神
面
で
の
日
標
と

な
る
と
、
亦
、
別
の
問
題
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
若
い
人
々
に
対
し
て

は
、
技
術
の
修
練
と
、
精
神
修
養
が
、

平
行
し
て
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
で
す
が
、
幸
い
に
し
て
、

と仝
廷
婦
人
の
方
々
は
、
生
活
体
験
を

通
し
て
、
相
当
な
レ
ベ
ル
ま
で
、
精

神
修
養
を
積
ま
れ
て
お
ら
れ
、
そ
の

点
に
関
し
て
は
、
指
導
者
の
方
が
教

育
さ
れ
る
場
合
、
な
き
に
し
も
あ
ら

ず
で
す
。
従
っ
て
、
私
は
、
技
術
指

導
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
対
す
る
考

え
方
に
、
重
点
を
置
き
ま
し
た
。
チ

ー
ム
運
営
と
か
、
人
間
関
係
の
維
持

と
か
言
う
問
題
に
関
し
て
は
、
あ
く

ま
で
も
ア
ド
ヴ
ア
イ
ザ
ー
的
な
、
立

場
に
と
ヾ
ま
り
、
全
て
、
車
様
方
の

自
主
性
に
、
お
ま
か
せ
し
て
お
り
ま

す
。話
が
、
横
道
に
そ
れ
ま
し
た
。
技

術
指
導
面
に
於
け
る
、
私
の
考
え
は
、

先
述
の
通
り
で
す
が
、
幸
な
こ
と
に

に
、
前
任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
、
チ

グ
リ
ツ
プ
の
基
本
形

②
１
２

―
ム
で
あ
り
ま
し
た
為
、
ル
ー
ル
面

に
関
し
て
は
、
練
習
の
過
程
で
、
適

宜
つ
け
加
え
て
ゆ
け
た
の
で
す
が
、

本
来
な
ら
、　
一
番
最
初
に
、
ル
ー
ル

解
説
を
簡
単
に
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
技
術
指
導
で
は
、
先
ず
、

最
終
段
階
の
目
標
づ
け
、
と
言
う
意

味
か
ら
、
図
の
よ
う
に
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
於
け
る
、
グ
リ
ッ
プ
の
種
類
、

と
初
歩
段
階
で
マ
ス
タ
ー
し
て
欲
し

い
グ
リ
ッ
プ
を
分
け
て
解
説
致
し
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
基
本
と
応
用
問
題

に
分
け
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
経
験
豊

富
な
方
々
か
る
御
意
見
を
賜
り
た
い

の
で
す
が
、
私
が
今
ま
で
見
聞
し
て

来
た
限
り
で
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
フ

ォ
ー
ム
に
見
ら
れ
る
、
個
人
差
が
ど

う
も
最
初
身
に
つ
け
た
ラ
ケ
ッ
ト
の

握
り
方
に
起
因
し
て
い
る
よ
つ
に
思

わ
れ
る
の
で
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、

家
庭
婦
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
初

心
者
に
見
ら
れ
る
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
熟
練
者
か
ら
見
た
ら
、
ま
っ
た
く

お
か
し
い
フ
ォ
ー
ム
が
、
謂
ゆ
る
常

識
的
な
握
り
方
を
身
に
つ
け
る
と
、

同
時
に
、
見
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で

す
。多
分
、
日
常
生
活
の
中
で
、
何
か

を
握
る

（例
え
ば
、
ホ
ウ
チ
ョ
ウ
や

フ
ラ
イ
パ
ン
の
類
い
）
と
き
の
癖
が
、

そ
の
ま

ゝ
コ
ー
ト
の
中
に
、
持
ち
込

ま
れ
て
来
て
い
る
よ
つ
に
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。
た
ヾ
、
グ
リ
ッ
プ
の
癖

釜
日通
自
己
流
と
、
称
し
ま
す
け
れ

ど
も
）
も
、
私
は
沢
山
あ
る
握
り
方

の
中
の
一
つ
と
し
て
考
え
た
の
で
す
。

私
の
体
験
か
ら
見
て
も
、
グ
リ
ッ

プ
の
種
類
が
増
え
る
程
、
身
体
の
動

グリップの基本形②-1



ホームポジションからコートの後ろヘ

一 コートの後ろでかまえて,ハイクリフーを打ち,ホームポジションヘ

ホームポジションからネツト際まで

き
を
少
な
く
出
来
る
こ
と
か
ら
見
て
、

先
ず
握
り
方
の
段
階
か
ら
、
基
本

・

応
用
問
題
の
別
な
く
、　
一
種
類
の
型

に
固
執
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
た
ヾ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、　
マ
ス
タ

ー
す
る
と
き
、
指
導
者
が
教
え
る
と

き
に
は
、
基
本
形
と
応
用
形
と
を
、

は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
後
に
、
プ
レ
ー
ヤ

ー
は
、　
一
つ
で
も
多
く
の
応
用
問
題

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
喜
び
を
見
出

し
、
指
導
者
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
応
用

問
題
を

一
つ
で
も
よ
け
い
身
に
つ
け

て
く
れ
る
こ
と
に
指
導
す
る
こ
と
の

喜
び
を
見
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
つ
し
て
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
自
身
が
、
本
当
に
身
を

も
っ
て
、
プ
レ
ー
の
中
で
、
最
も
多

用
さ
れ
る
も
の
が
、
基
本
形
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま

ｔ
次
の
段
階
で
、
動
き
な
が
ら
グ
リ

ッ
プ
を
持
ち
か
え
る
練
習
を
や
り
ま

し
た
。
図
の
様
に
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ

ン
か
ら
、　
コ
ー
ト
の
後
へ
移
動
し
、

シ
ャ
ト
ル
を
打
っ
て
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ

シ
ョ
ン
全
戻
り
、
そ
の
ま

ヽ
ネ
ッ
ト

際

へ
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
立
て
主
削
進
す

る
、
こ
れ
を
逆
の
動
き
に
し
た
り
、

私
が
ノ
ッ
カ
ー
を
つ
と
め
、
ネ
ッ
ト

際
と
、　
コ
ー
ト
後
方

ヘ
シ
ャ
ト
ル
を

交
互
に
ノ
ッ
ク
い
た
し
ま
す
。

ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
慣
れ
て
く

る
と
図
の
よ
う
に
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
連
続
的
な

動
き
に
な
り
ま
す
。

紙
数
の
都
合
で
こ
れ
以
上
書
け
ま

せ
ん
が
、
ま
た
次
号
で
お
目
に
か
か

り
ま
す
。フ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本
形
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第
二
回
全
国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
会
は
二
月
二
十

一
日
、
二

十
二
日
の
両
日
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
全
国
高
体
連
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
専
門
部
で
決
定
し
た
と
お
り
、
各

地
区
男
女
各
三
名
の
選
手
に
よ
る
団

体
戦
と
個
人
戦
を
行
な
っ
た
。

良

重

城

川

川

奈

三

茨

香

石

団
体
戦
は

一
複
二
単
の
競
技
方
法

で
行
な
い
、
と
く
に
第

一
単
は
複
を

兼
ね
な
い
の
で
、
単
複
同
時
に
並
列

し
て
競
技
を
行
な
っ
た
た
め
、
選
手

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
競
技
時
間
の

短
縮
、
全
体
の
進
行
、
日
程
等
に
非

常
に
よ
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ

の
点
総
体
等
で
も
取
り
入
れ
る
べ
く

研
究
し
た
い
が
、
団
体
戦
で

一
名
欠

い
た
場
合
、
実
際
に
は
チ
ー
ム
を
組

め
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
対

策
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
時
間
的
な
余
裕
と
研
修
的

意
味
も
含
め
て
、
勝
敗
決
定
後
の
試

合
を
実
施
し
た
点
な
ど
は
前
回
と
異

な
っ
て
い
る
。

個
人
戦
の
場
合
は
、
単
複
ど
ち
ら

か

一
方
だ
け
に
出
場
さ
せ
た
が
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
基
礎
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
時
期
だ
け
に
、　
一
利
あ
る
方

法
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
複
に
よ
り
成

果
を
期
待
し
た
い
。

競
技
の
は
つ
は
、
打
込
み
不
足
が

目
立
ち
、
各
フ
ラ
イ
ト
と
動
き
の
ア

●
大
会
競
技
委
員
長

・
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
几
ミ
ス
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、　
一
本
調
子
の
ゲ
ー
ム
展

開
が
多
く
、
迫
力
に
欠
け
て
い
た
。

体
づ
く
り
を
徹
底
的
に
行
な
う
こ

と
が
先
決
の
よ
つ
に
感
じ
ら
れ
た
が
、

男
子
の
富
田
や
女
子
の
植
野
な
ど
は

長
身
で
力
も
あ
り
、
将
来
非
常
に
楽

し
み
な
選
手
で
あ
ろ
う
。

第
二
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
会
を
終
え
て

〕塁

井

稔

男

本
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山
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・
海

・
　

・
　

・
　

・

野
北
田
東
内
石
山
三
藤
山

菅
＜
沢
＜
木
＜
小
＜
佐
＜

木

崎

山

道

阪

海

栃

長

岡

北

大

京

重

川

島

潟

東

三

香

福

新

木
＞
川
＞
藤
＞
井
＞
村
＞

高
山
石
阪
佐
京
照
道
高
崎

・
　

・
　

・
　

・
海

・

本
岡
野
大
野
東
野
北
永
長

橋
＜
植
＜
水
＜
青
＜
岩
＜

沢
＞
藤
＞
谷
＞
崎
＞
辺
＞

中
潟
遠
島
渋
川
野
重
渡
木

品
新
辺
福
川
香
口
三
日
栃

水
＜
渡
＜
前
＜
谷
＜
古
＜

山西 (二重 )

相良 (熊本 )

多田 (茨城 )

牧野 (石 川 )

横尾 (山形 )

男子シングル ス (BS)

0

ア2「ユ_.直

女子団体戦 (GT)

女子ダブル ス (GD)

別府 (東京 )

平 田 (岡 山 )

矢野 (香川 )

篠尾 (北海道 )

富田 (奈良 )

前山 (新潟 )

槙野 (二重 )

前田 (長崎 )

川角 (福島 )

徳永 (東京 )

（
岡

山

）

平

田

（
茨

城

）

多

田

山沢 (栃 木 )

本田(北海道 )

岡部 (岡 山 )

白玖 (香川 )

北村 (大阪 )

31

男子ダブルス (BD)

τl占 2τ

0
0

o「JL¬ 2 
°

  1

女子シングルス (GS)
2    .            _     1

2 男子団体戦 (BT)3
2

0ム 2

岡  石
山  川

0

2   0

2
0



昭和 50年度 日本バ ドミン トン協 会検定 審査用具一覧表 ゛
∞

検 定 合 格

シヤトル・水鳥の部

トーナ メン ト・デラ ンクス

トーナ メン ト

オフィシャル

エ リー トエー ス
エ リー トトンプ

エ リー トテラ ンクス

サンバ タスター
サンバ タキング

サンバ タクイーン

トーナ メン トブ′レー

トーナ メン トホワイ ト

トーナ メン トブラ ンク
フアー ス トンルバ ー

ファー ス トグ リー ン

ファース トゴール ド

サンワ印ハ イレ ンド
ゴ  ル ド
シツレバー

ビクトリー

シヤトリレ・陸鳥の部

トレーニングコ ンク

サンバ タ

ヨネ ンクス・ スポーツ(榊

r lJ崎 ラ ケ /卜 li業 い

61 1名   ′|:  :レ2  

“

¬ りi

(榊 ト コ タ ス ポ ー ソ

イ「 1猥 会 ILジ ヘ r/1商
`ゃ

i      利l

コ・  ――   セ   ン

立  工  業  榊

ヨネ ックス・ スポーツ(榊

い 諸
'■

製 作 ,り千

ファインス トロー ク

ウィニングコー ス

スタ ミナ
スタミナデラックス
プルー リー ス

オーフレマン

エ リー ト
No2000ニ ューブラック
Noloooニ ュー ミニ

No 8ウ ィンナー
No 7シ ルバー
ハイ トーマス
エ クセレン ト
フレバー ドII

ルバー ドHI

スワニー

1打
1 オ「
1打
1:打

1打
l lr

l打
111´

1 オ「
1 =「

l Fr

l rl

l ir

l ll

lオr
lオ I
lオ〕
1打
l lr

l打
1オ ]

3,700
3,200
2,900
2,900
3,200
3,700
3,800
3,200
2,900
3,000
3,200
2,750
2,800
2,60()

3,000
2,400
2,9o0
2,70()

3,600

(初 級用 )
(選手用 )

( ″

″  )

″  )

初級用 )
″  )

″  )

″  )

選 手 用 )

″  )

″  )

″  )

″  )

2,200
2,000
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000
2,500
2,000
1,500
1,200
4,000
4,200
4,500
4,5(Ю

4,500

1,8()0

2,000
2,200
3,200
2,Oo0
2,200
1,900
2,800
2,400
2,100
2,600
1,9()0

2,2()0

5,500
4,500
5,500
3,300
2,50()

6,500
6,000
3,800
3,300
3,700
3,500
2,5()0

(単位  円 )

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 悧

い ト ヨ ダ ス ポ ー ツ

帥

い

　

羽

ヨネ ックス・ スポー ツい

ウェアの部

140ク ールネ ンク
141男 rシ ャツ
142男 ]・ シャツラィン人
144りjrシ ャッェ リカラ
241 女 rシ 、‐ン
2`12女 rシ ャツラィン人
243女 rシ ャツ ′― スリ
12()シ ョー トバ ンツ

121         ″

122       ″
20()巻 きスカー ト
2()1フ レア スカー ト
2()2フ リーツスカー ト
172 セ ーターー
176Λミスト
214r7ン ピ ―ヽス
82()り ;rシ ョ ト′、ン ソ
920女 ,´ ショーートツヽ ン ソ

940女 ,ウ ンビー ス
:)5()フ ルオーバ ー

960女 rス カ ート
テ ンドテ イン リシショーー

テ ンドテ インリン半ネ山シ
テフ ィンコーートン` シツ

ネットの部

N(,48 TR
N()52  /ヽ

N(15()l SVA
KT-518
柿201S/12本 テ トロン防縮 ロープ llt用
ナ イロン21o D/12本   ″
綿201S/12本 ビニロンローフlll用
ナイロンA(ナ ィロンラ ンセ′レ15本 )

ナ イロンB(ナ イロン12本 )
f)敷 ビニロン 3)/12本

ポストの部

T座式スチールボール
バ ドミン トン支小l:ホ ール式
バ ドミン トン支オl:T'14式

セ キ ネ ッ ト製 作 ,ウ
i

4,600
3,800
4,6o0
4,40()

4,300
4,500
3,900
4,7()0

4,3()0

3,8()()

2,200
10,000
18,000

い  ケ |ヽ  ■
い● ジ  ィ  テ

タt   り|ヽ   ,オ :

松  本  製

ヨネ ックス・ スボ  ツ(榊
lFt  ′卜  ll  it  イi  nil

古

オ

朽

イ

業

　

網

り

り
― ― プ

トノヾ ン ソ

ヤ ソ`

河 崎 ラ ケ ッ 卜 li業 010



D G10バ ドミントン支柱 (S ll)
D G20   ″   (移 動型 )
パ ドミントンポスト
バ ドミントンポスト (T字 11)

ラインテープの部

415コ ー トテープ
カワサキラインテープ

D K91ラ インテープパ ドミントン用
赤Mラ インテープ

審 査 合 格

合成シヤトリレの部

lt2t 1イ 1占 |

13,500
24,000
10,000
10,000

2,300
2,000
2,000
1,800

200
2,400
2,700
2,700

5,300
1,8()0

5,5()0

5,000
5,000
4,300

セ   ノ   ー   い

lFt都 村 製 作 所

ヨネックス・ スポーツ(榊

力∫山命ラ ケ ッ トエ 業 い
セ   ノ   ー   い
日召  和   ゴ

榊  諸 江 製 作  所
ヨネックス・スポーツい

"r崎
ラ ケ ッ トエ 業 い

羽  立 工  業  い

ヨネ ンクス・ スポー ツ榊

榊 諸
'「

製 作 ,り予

河 山奇ラ ケ ン トエ 業 い

デフィ半袖 シャツ

リースショー トパ ンツ

リースフレアスコー ト

リースプ リーツスコー ト

リース巻 スコー ト

リー ス半袖イタリアンネ ンクシヤツ

リー ス半袖 V衿シャツ
リース半抽シャツ

リーススリープレス

リース長袖シャツ

リー ス半 1由 シャツ

L-1206ラ コステ紳 トポロシャツ
」-5093ラ コステ巻 スコー ト
J-5020ラ コステプ リーツスコー ト
」-54Hラ コステワンビー ス
L-1514ラ コステ婦 人ポロシャツ
L-2230ラ コステ糸申 |,シ ャツ
」-20()6ラ コステショー トパ ンツ
L-1268ラ コステ紳 l,ハ イネ ンク
L-1212ラ コステ糸申

「
ポロシャツ

L― ('100ラ コステベ ス ト

シューズの部

No335パ ドミン トンシュー ズ
N(1336           ″

カワサキバ ドミン トンシュー ズ

ストリングスの部

ロンシープ

コンカー

アカツキサ イロン

No100レ オーネシープ
m20  サ ンシーープ
600ヨ ネ ンクスシ~プ
610ヨ ネ ンクスシ~プ DX
ハイオーシープ (riスパ ィラル )
〃   (ア ンパー )
〃   (青 スパ イラル )
″   (ピ ンクスパ イラル )

ハ イシープ

2,900
2,100
2,100
3,400
2,500
2,000
2,500
2,000
2,300
1,500
2,000
1,900
1,800
2,000
2,100
4,300
4,500
4,500
5,800
3,500
4,800
3,200
3,800
3,800
6,800

メイビス   1打
カワサキ・ リープ (合成 シャ トル )
ハイエー ス  1打

ラケツトの部

9100ス リムステンレス
9000ハ イステンレス
8100プ ラッキー
80∞ アル ミナハイパワー
7000 アル ミナ4-― ス
6500 トップエーース
600Clフ ァイブエー スデラックス
3000カ レッジエイ ト
2000キ ングダイヤ
1000 クインハー ト
900Gス リーエー ス (No10 C)
800Gス リーエイ ト (NQ8 G)
700Gラ ッキーセブン
S-74ォ ールアタック
S-73 オールマ イティ
No3500 キングメイ ト
No3000ゴール ドキング
No2500キ ングアロー
No2000 キングク 1リ ッパー
No1000 シルパーニ声ラックス
No900  スナ ンヽプ
No800 ダンデ ィ
No 7  ティピカル
ハー ドショッ ト (初 級用 )
エバーウィン  ( ″ )

4,

3,0()()

2,500
2,2()()

2,30()

1,1)(,()

1,50()

5,500
1,500

4

3,800
:',000

2,500
2,200
2,000
1,700
1,400
1,600

コネ ックス・ スポーツ(榊

"f山

イ,ラ ケ フト 11業 い

河 山r丁 ラ ケ ッ ト 11業 (榊

い  1者  江  製 イ4¬所

ヨネ ックス・ スポ  ソい

(榊 ゴ ー セ ン

∞

００

００

００

００

５。

０。

∞

００

００

００

５。

1



くバドミントンのすべて一 ABC教室改題〉

ヨ不ックス・バドミントン教室

はじめてラケットを持つた人ヘーー

第 3回●シングルスの基本的スコアリングとルールについて

δむFYONEX SPORTS

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
お
い
て
、
早
く

上
達
し
よ
つ
と
思

つ
な
ら
ば
、
や
は

り
基
本
的
な
ゲ
ー
ム
の
コ
ツ
と
ル
ー

ル
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
初
心
者
は
ま
ず
シ
ン
グ
ル

ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

完
全
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ル
ー
ル

は
、
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
か
ら

競
技
規
則
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
を

一
冊
そ
な
え
て
お
く
と

何
か
と
便
利
で
し
ょ
う
。

ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て

ま
ず
ポ
イ
ン
ト
の
数
え
方
で
す
が

０
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
サ
ー
プ
を
す

る
人

（サ
ー
バ
ー
）
が
、
自
身
の
右

側
の
コ
ー
ト
か
ら
、
相
手

（
レ
シ
ー

バ
ー
）
の
左
側
の
コ
ー
ト
に
、
斜
め

に
サ
ー
プ
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
し
て
、

②
サ
ー
バ
ー
だ
け
が
得
点
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

シ
ン
グ
ル
ス
に
お
い
て
は
、
サ
ー

バ
ー
が
ラ
リ
ー
を
失
う
と

（
つ
ま
り

相
手
に
返
球
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
り
、　
コ
ー
ト
の
外
に
打
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
場
合
）、サ
ー
バ
ー
は

サ
ー
プ
の
権
利
を
失
い
、
サ
ー
プ
権

は
相
手
に
移
り
、
自
分
は
レ
シ
ー
バ

ー
と
な
る
の
で
す
。

サ
ー
バ
ー
が
ポ
イ
ン
ト
を
す
る
と
、

彼
は
、
い
ま
サ
ー
プ
を
し
た
の
と
反

対
側
の
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
に
移
り

（
つ

ま
り
、
右
か
ら
左

へ
）、再
び
相
手
に

対
し
て
斜
め
に
サ
ー
プ
を
行
な
い
ま

す
。ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
男
子
の
シ
ン

グ
ル
ス
で
は
１５
ポ
イ
ン
ト
、
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
で
は
Ｈ
ポ
イ
ン
ト
を
先
に

取
っ
た
ほ
う
が
、
勝
ち
と
な
る
わ
け

で
す
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
例
外
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
ポ
イ
ン
ト
が
‐３
対

‐３
の
同
点
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
あ

る

″セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
″
と
い
う
ル
ー

ル
で
す
。

こ
れ
は
、
試
合
に
お
い
て
あ
る
ポ

イ
ン
ト
で
同
点
に
な
っ
た
場
合
に
、

い
っ
た
ん
ス
コ
ア
を
０
に
も
ど
し
、

新
た
に
何
点
か
を
争
つ
も
の
で
す
。

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
、
次
の
よ
う
に

行
な
わ
れ
ま
す
。

①
‐５
ポ
イ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
の
と
き
は

０
‐３
対
１３
↓

さ
ら
に
５
ポ
イ
ン
ト

ｍ
‐４
対
１４
↓

さ
ら
に
３
ポ
イ
ン
ト

●
Ｈ
ポ
イ
ン
ト

・
ゲ
ー
ム
の
と
き
は

０
９
対
９
↓

さ
ら
に
３
ポ
イ
ン
ト

ｍ
ｌＯ
対
１０
↓

さ
ら
に
２
ポ
イ
ン
ト

以
上
で
す
。
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セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
必
ず
行
な
う
と

い
う
の
で
は
な
く
、
先
に
そ
の
ポ
イ

ン
ト
に
達
し
て
い
た
側
の
プ
レ
ー
ヤ

ー

（
つ
ま
り
追
い
つ
か
れ
た
ほ
う
）

に
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
か
ど
う

か
の
選
択
権
が
あ
り
ま
す
。

・３
対
１３
に
な
っ
て
も
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
せ
ず
、
残
り
２
ポ
イ
ン
ト
を
争

っ
て
も
よ
い
わ
け
で
す
。

ま
た
、
‐３
対
１３
の
と
き
に
は
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
せ
ず
、
１４
対
１４
に
追
い

つ
か
れ
た
場
合
に
、
セ
ン
ア
ィ
ン
グ

を
し
て
も
よ
い
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
の
選
択
権
は
、
そ

の
つ
ど
発
生
す
る
わ
け
で
す
。

コ
ー
ト
に
つ
い
て

試
合
は
、
特
に
規
定
し
な
い
場
合

は
、
３
ゲ
ー
ム
試
合
で
、
２
ゲ
ー
ム

先
取
し
た
ほ
う
が
勝
ち
と
な
り
ま
す

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
各
ゲ
ー
ム
ご
と

に
コ
ー
ト
を
チ
ェ
ン
ジ

（チ
ェ
ン
ジ

エ
ン
ド
）
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ゲ
ー

ム
の
勝
者
の
サ
ー
ビ
ス
で
次
の
ゲ
ー

ム
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
試
合
に

お
け
る
状
態
を
平
等
に
す
る
た
め
、

第
３
ゲ
ー
ム
で
は
、
リ
ー
ド
し
て
い

る
ほ
う
の
ス
コ
ア
が
、
１５
ポ
イ
ン
ト

ゲ
ー
ム
の
場
合
は
８
点
、
Ｈ
ポ
イ
ン

ト
ゲ
ー
ム
の
場
合
は
６
点
に
達
し
た

場
合
に
、
コ
ー
ト
を
変
え
ま
す
。

試
合
中
、
サ
ー
バ
ー
の
ポ
イ
ン
ト

が
偶
数

（２
、
４
、
６
・・…
↓

の
場

合
は
、
右
側
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
行
な

い
ま
す
。
そ
し
て
奇
数

（１
、
３
、

５
…
…
）
の
場
合
は
左
側
か
ら
サ
ー

ブ
し
ま
す
。
な
お
、
０
は
偶
数
と
同

様
、
右
側
か
ら
サ
ー
ブ
し
ま
す
。

フ
オ
ル
ト
に

つ
い
て

ざ
っ
と
、
以
上
の
よ
う
な
ぐ
あ
い

で
試
合
が
始
ま
っ
た
と
し
ま
す
が
、

い
ざ
と
な
る
と
フ
ォ
ル
ト

（反
則
）

に
つ
い
て
の
規
則
を
知
っ
て
お
か
な

い
と
、
試
合
そ
の
も
の
が
つ
ま
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
以
下
に
主
な
フ
ォ
ル
ト

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

●
サ
ー
ビ
ス
の
と
き

ｍ
打
た
れ
る
瞬
間
に
、
シ
ャ
ト
ル
が

サ
ー
バ
ー
の
ウ
ェ
ス
ト
よ
り
高
か
っ

た
と
き
は
、
オ
ー
バ
ウ
ェ
ス
ト
の
フ

オ
ル
ト
と
な
り
ま
す
。

０
シ
ャ
ト
ル
が
打
た
れ
る
瞬
間
に
、

ラ
ケ
ッ
ト
の
蒙
部
全
体
が
、
そ
の
ラ

ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
サ
ー
バ
ー
の

手
全
体
よ
り
も
下
に
あ
る
こ
と
が
は

っ
き
り
と
見
わ
け
ら
れ
る
ま
で
シ
ャ

フ
ト
が
下
方
を
さ
し
て
い
な
か
っ
た

と
き
は
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
の
フ
ォ

ル
ト
と
な
り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
さ
い
の
フ
ォ
ル

ト
は
、
と
く
に
ダ
ブ
ル
ス
に
お
い
て

し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

グ
ブ
ル
ス
の
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

あ
る
い
は
、
ド
ラ
イ
ブ

・
サ
ー
ビ
ス

は
、
少
し
で
も
打
点
を
上両
く
し
た
ほ

う
が
有
利
な
た
め
、
気
を
つ
け
て
い

て
も
、
犯
し
や
す
い
フ
ォ
ル
ト
で
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
と
き
に
、
シ

ャ
ト
ル
を
サ
ー
プ
す
る
の
を
わ
ざ
と

遅
ら
せ
た
り
す
る
の
も
フ
ォ
ル
ト
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
か
ま
え
て

か
ら
何
秒
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
規
定
は
な
く
、
主
審
の

判
断
に
ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア

メ
リ
カ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
、

５
秒
間
を

一
応
の
メ
ド
と
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

こ
れ
も
、
相
手
を
し
ら
そ
う
と
し

て
か
、
時
々
み
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
感
心
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
わ
ざ
と
レ
シ
ー
プ
を
遅
ら
せ
、

る
の
も
フ
ォ
ル
ト
と
な
り
ま
す
。

●
ネ
ッ
ト
の
近
く
で

「イ
ン
プ
レ
ー
」
の
シ
ャ
ト
ル
を
、

ネ
ッ
ト
を
越
え
る
前
に
打
ち
返
し
た

と
き
は
、
オ
ー
バ
ー

・
ザ

・
ネ
ッ
ト

の
フ
ォ
ル
ト
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
、
ネ
ッ
ト
ぎ
わ
で
の
微
妙

な
プ
レ
ー
の
際
に
は
、
起
こ
り
が
ち

な
フ
ォ
ル
ト
で
す
。
た
だ
し
、
フ
オ

ロ
ー
ス
ル
ー
で
、
ラ
ケ
ッ
ト
が
ネ
ッ

ト
を
越
え
て
も
フ
オ
ル
ト
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、「
イ
ン
ブ
レ
ー
」
の
と
き
、

ラ
ケ
ッ
ト
、
身
体
、
着
衣
が
ネ
ッ
ト

や
そ
れ
を
支
え
る
も
の
に
触
れ
た
と

き
は
、
タ
ッ
チ

・
ザ

・
ネ
ッ
ト
の
フ

オ
ル
ト
と
な
り
ま
す
。

競

技

規

則
を

マ
ス
タ
ー

し
よ

う

以
上
の
ほ
か
に
も
、　
い
ろ
い
ろ
な

規
定
に
よ
っ
て
、
試
合
は
進
め
ら
れ

て
い
く
わ
け
で
す
が
、
ペ
ー
ジ
の
都

合
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
の
規
則
を
と
っ
て
み
て
も
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
う
競
技
を
平
等
に

同
じ
条
件
の
も
と
で
行
な
う
た
め
の

合
理
的
な
規
定
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
技

術
の
習
得
と
あ
わ
せ
て
身
に
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

今
回
は
シ
ン
グ
ル
ス
に
関
す
る
も

の
だ
け
で
し
た
が
、
ダ
ブ
ル
ス
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
な

ど
も
含
め
て
、
ぜ
ひ
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
発
行
の

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
規
則

（付
大
会
運
営
規
定
審
判

用
語
ご
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
、
思
わ
ぬ
発
見
を
す
る
人

も
多
い
は
ず
で
す
。

（そ
れ
で
は
次
回
を
お
楽
し
み
に
）



二
部
対
抗
人
フ
年
も
実
業
団
が
優
勝

シ
ン
グ
ル
ス
で
底
力
発
揮

待
の
学
生
は
、
健
闘
空
し
く
勝
ち
星

　

笠

を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
　
　
一品

第
６
回
学
生

・
実
業
団

・
社
会
人

対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
は
、
４

月
６
日
、
日
本
石
油
根
岸
体
育
館
で

・神
奈
川
県
協
会
の
主
催
、
神
奈
川
新

聞
社
の
後
援
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
．

本
競
技
会
は
、
現
在
で
こ
そ
県
協

会
の
主
僻
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初

は
、
選
手
の
間
か
ら
お
互
い
に
チ
ー

ム
を
組
ん
で
対
抗
戦
を
や
ろ
う
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た

も
の
だ
け
に
、
選
手
自
身
の
意
気
込

み
も
強
く
、
ま
た
、
ふ
だ
ん
チ
ー
ム

を
組
ん
だ
こ
と
の
な
い
者
同
士
が
団

体
戦
と
し
て
競
技
を
す
る
と
い
つ
点

で
も
、
意
義
の
大
き
い
大
会
で
あ
る
。

過
去
の
成
績
は
、
第
１
回
＝
社
会

人
、
第
２
回
＝
学
生
、
第
３
回
＝
実

業
団
、
第
４
回
＝
社
会
人
、
第
５
回

＝
実
業
団
と
な
っ
て
お
り
、
開
会
式

で
は
、
内
藤
県
協
会
理
事
長
か
ら
、

「
こ
こ
で
学
生
諸
君
は
勝
ち
星
を
あ

げ
、
対
戦
成
績
を
タ
イ
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
激
励
も
あ
り
、
学
生

対
実
業
団
か
ら
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
、
選
手
層
の
厚
さ
を
誇
る

実
業
団
が
２
勝
を
あ
げ
て
優
勝
、
期

麻
２
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醐

島
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小

本
１
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柴

◆
神
奈
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バ
ド
ミ
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ト
ン
協
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日 本  木 田サ||

◆
実
業
団
チ
ー
ム

鈴
木
勝
之
、
古
谷
陽

一
、
鎌
田
哲
＝

三
菱
亜
工
横
浜
造
船
所
、
渡
辺
直
人

松
本
利
喜
夫
、
金
子
英
司
＝
横
浜
市

役
所
、
京
屋
孝
治
＝
日
本
石
油
、
山

崎
幸
男
、
笠
井
教
行
、
高
橋
清
＝
関

東
自
動
車
工
業

◆
社
会
人
チ
ー
ム

杉
田
博
＝
横
浜
立
野
高
校
教
、
鈴
木

敏
勝
＝
鈴
木
製
作
所
、
小
島

一
平
、

宮
川
秀
樹
＝
ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元

町
、
成
田
恒
二
＝
逗
子
市
役
所
、
瀬

戸
孝
＝
産
業
能
率
短
大
職
、
松
本
友

行
日
茅
ヶ
崎
小
学
校
教
、
池
田
信
章

＝
平
塚
市
協
会
、
鈴
木
郁
雄
＝
逗
子

市
役
所

◆
学
生
チ
ー
ム

熊
谷
俊
行
、
小
林
良
雄
、
大
浦
荘
、

勝
浦
親
次
、
柴
田
雅
明
、
小
坂

一
夫

根
米
幸
夫
、
関
本
＝
関
東
学
院
大
学 優勝した実業団チーム

山  高

ヽ  _′  ~・
‐‐‐.‐
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わ
た
し
に
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
〃

す
ば
ら
し
い
名
前
が
う
か
ん
だ
ら
、

〒
枷
　
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ハ
ガ
キ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ノ

一
岸
記
念
体
育
会
館
内
　
州
跡
ミ′、
パ
ほ
″
掛
レ
軸
維

ハ
イ
ク
リ
イ
ー
は

ぃ
う
々
，
■
タ

ヽ

く
と
ダ
０
■
ふ

？
〕

●

::;

，
■
，
‘
ト
ッ

あ

ハ
だ

● ●

，
ｏ
よ
う

」
う
■
つ
い０
い
し
Ｚ

？
？
，
だ
け
土
甲

―‘
■
３
ピ
」
■
ア
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ヽ
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カ

ハ
体
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で
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イ
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ン
，



編集室から

第
７
回
世
界
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
（ユ
ー
バ
ー
杯
）大
会

日
本
代
表
チ
ー
ム
壮
行
試
合

と
き
＝

一
九
七
五

。
四

。
二
九

（祝
日
）
正
午
か
ら

と
こ
ろ
＝
国
立
競
技
場
代

々
木
第

二
体
育
館

前
売

＝

一
般
四
〇
〇
円

（当
日
売
五
〇
〇
円
）

中

・
高
校
生

二
〇
〇
円

（当
日
売

三
〇
〇
円
）

前
売
場
所
＝
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

（
容
〇
二
―
四
六
七
―
三

一
一
一
内
線

三
五

一
）

4/④

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界

本
誌
は
、　
一
部
定
価
２
２
０
円

で
す
が
、　
一
年
分
を
予
約
く
だ
さ

い
ま
す
と
、
２
６
４
０
円
の
と
こ

ろ
を
２
４
０
０
円
に
割
引
い
た
し

ま
す
。
（送
料
は
当
方
が
負
担
い

た
し
ま
す
）

そ
し
て
、
毎
月
発
売
と
同
時
に

お
送
り
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

定
期
購
読
に
て
、
本
誌
を
お
申
し

込
み
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

お
申
し
込
み
方
法
は
、
本
誌
は

さ
み
込
み
の
振
替
用
紙
に
よ
っ
て

お
近
く
の
郵
便
局
で
手
続
き
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
編
集
部

り
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
４
の
力
べ
は
破

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
内
容
的
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
十
分
に
発
揮

し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

○
…
海
外
勢
で
は
、
昨
年
に
比
べ
る

と
英
国
勢
が
、
や
や
伸
び
悩
み
の
よ

う
で
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勢
は
大

活
躍
を
し
ま
し
た
。
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
の
ハ
ル
ト
ノ
こ
そ
決
勝
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
ダ
ブ
ル
ス
の
一
、
二
位
独

占
、
女
子
の
国
民
的
ヒ
ロ
イ
ン
・
ミ

ナ
ル
ニ
の
復
活
な
ど
、
や
は
り
底
力

は
大
し
た
も
の
で
す
。

○
…
そ
の
他
の
国
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
西
ド
イ
ツ
あ
た
り
の
若
手
が

着
実
に
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

○
…
昨
年
度
の
フ
ン
キ
ン
グ
が
発
表

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
月
号
と
来

月
号
に
分
け
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

○
…

″花
の
高

一
ト
リ
オ
″
の
一
人

桜
田
淳
子
さ
ん
が
、「
ス
プ
ー
ン
一
杯

の
幸
せ
」
の
中
で
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
員
に
扮
し
て
主
演
し
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
フ
ァ
ン
が
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
少
し
で
も
ふ
え
る
と

嬉
し
い
の
で
す
が
…
…
。

○
…

Ｊ
全
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ

ー
チ
体
験
談
」
は
二
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
日
で
は
な
か
な
か
説
明
で
き

な
い
こ
と
を
、
う
ま
く
絵
に
表
現
し

て
下
さ
る
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
方

と
相
ま
っ
て
、
読
み
物
と
し
て
も
楽

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意

見
、
ご
希
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
…

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
す
べ
て
―

Ａ
Ｂ
Ｃ
教
ξ′

は
今
回
か
ら
、
マ
不

ッ
ク
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
提
供
と
な
り
、

タ
イ
ト
ル
も

「
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
教
室
」
と
な
り
ま
し
た
の
・

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
…
連
載
漫
画
の
主
人
公
の
名
前
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ハ
ガ

キ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
一
人
で
い

く
つ
お
考
え
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て

も
け
っ
こ
う
で
す
。
あ
て
先
は
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
界
編
集
部
で
す
。

○
…
次
号
は
、
欧
州
遠
征
を
ふ
り
か

え
っ
て
、
選
手
の
談
話
を
い
く
つ
か

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
く
つ

か
の
共
通
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
の
連
続
写

真
を
山
田
真
市
さ
ん
の
ご
協
力
で
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
】
第
６６
号

昭
和
“

年

３
月

２５

日
　

印
覇

昭
和

∞
年

４
月

１

日
　
発

行

●
■

蒙
発
行

人
　
書

　
　
　

　
　

浩

発
行

所
　
東

京
椰

渋
谷
区

神
南

一
の

一
の

一

摩

記

念
体
青

曽

内

日
本

パ
ド

ミ

ン
ト

ン
協

会

電
話

四
六

七

■
二
二

Ｉ

内
燎

）

二
五

一

四
六

七

七
０

九
五

（
直

通

）

郵
便
‘
号

　

一
■
０

猥
彗

口
座

　

東
京

三
二

一
九

二

印
刷

所

　
東
京

椰
豊
島

区
市

大

塚

ニ

ー
二
九

日
■

印
刷

株
式

会

社

定
優

　

一
部

二
百

二
十
円

定
期
講
読
に
つ
い
て

○
…
日
本
女
子
選
手
は
頑
張
り
を
み

せ
、
事
実
上
の
世
界
選
手
権
大
会
と

い
わ
れ
る
全
英
選
手
権
大
会
で
、
堂

々
の
二
種
目
優
勝
と
い
つ
栄
冠
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

○
…
湯
木
選
手
の
シ
ン
グ
ル
ス
、
相

沢

・
竹
中
選
手
の
ダ
ブ
ル
ス
は
い
ず

れ
も
三
度
目
の
優
勝
で
、
そ
の
内
容

も
見
事
な
も
の
で
し
た
。

○
…
来
月
号
で
は
、
欧
州
遠
征
の
写

真
や
記
事
を
追
い
か
け
る
つ
も
り
で

す
。一
方
の
男
子
も
、
小
島
選
手
を
軸

に
ベ
ス
ト
８
に
単
複

一
つ
ず
つ
は
い

◎無断転載を禁ず

GO/GO/
ユ杯

V4作戦
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決
ま
っ
た

,r'/\

.S, ft 2r 
t

白いシャトリレコックロがけて
力いっぱいふりぁろす――ィン
パクトの瞬間に感じる勝利の手
応え /

」―ャンのノヽドミントンラケ
ットはまさ|こぁなたの腕の延長。
はじきの良さと軽やかさ――こ
れが」―センノヽドミントンラケ
ツトの特長です。

その他、シャトリレコック・ゥ
エアも教多く用意しています。
あ求めは全国有名デバート・ス
ポーツ店でどうぞ。



弓

刊

「
ベ

ド

ミ

ン
ト

ン
界

・
鳥

焙

け

　

昭

悧

晰

十

年

四

月

一
日
発

行

（
毎

月

．
国

一
日
発

行

）

発
行
所
　
束
，̈
十
容
糧
脚
帥
に
好
静
肝

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

定
価
二
百
二
十
円

国籍はШ札ヨ′ック 。量1嘉lま吹。
世界の一流プレイヤーに使われ、世界のコー トで

熱い視線を浴びてきたヨネヤマが、名前を変えま

した。いま、こころも新たにヨネックス。世界の

レベルを決めるプランドに、ふさわしい名前です。

グローバルな響きです。バ ドミントンを科学の目

でとらえるヨネヤマの、力強い変身。ヨネックスc

この 5文字が、ことばの違いを越え、国籍を越え

て、ひとびとの心をひとつに結びます。すでにも

う、世界のひとたちはかってのヨネヤマをヨネッ

クスと、そう呼びはじめました。さあ、あなたも。

N正9000
Y 4,800(7 v-t^'t-71:l)


